
大

手

前

大

学

論

集

第

17

号

(
2

0

1

6

)

65

1
92
頁

異

界

の
中

の
母

な
る
も

の

へ
の
憧

れ

(中
)

鏡
花

に
と

っ
て
の
辰

口
鉱
泉

の
伯
母

・
ち
よ

の
娘

・
ふ
み

　

松

原

秀

江

要

旨
数
え
年
十
歳
で
、
近
世
の
名
家

・
葛
野
流
大
鼓
師

の
娘
だ

っ
た
母

・
す

"
を
失

っ
た
鏡
花

に
と

っ
て
、
す

"
の
長
兄

・
孫
惣

の
未
亡
人

・
ち
よ
と
そ

の
娘
た
ち
、

特

に
す
f
同
様
江
戸
生
ま
れ
の
ふ
み

が
、
代

々
伝
え

て
今
は
な

い
鼓
の
精
と
し
て
、
紅
葉
を
師
と
仰
ぐ
鏡
花
の
作
家
と
し
て
の
成
長
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
を
、

5ー幡

清
次
と
す

"
の
出
会

い
の
き

っ
か
け
も
含
め
、
能
と

の
か
か
わ
り

の
中
で
述

べ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
す

"
、
卵
塔
婆

の
天
女
、
由
縁

の
女
、
卯
辰
山
と
辰
口
鉱
泉
、

縫
三
味
線
、
鼓

の
精
、
身
延
の
鶯
、
歌
行
燈
、
芸
人

ち

よ

、

ふ

み

、

肛
丘
厭
色
幟
悔
、
松
本
金
太
郎
、
新
通
夜
物
語
、

*
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四

再

度

『湯

島

詣

』

(明

32

・
11
)
を

見

て

み

よ
う

。

神

月

梓

(文

学

士

で
子
爵

の
婿
だ

が

、
鏡
花

が

モ
デ

ル
)
は

、

蝶

吉

(芸
者

、
桃

太
郎

・
す

"
が

モ

デ
ル
)
と

「
何

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
な
く
よ
く
似
た
身

の
上
だ
」
と
思

っ
て
い
る
。
と

い
う

の
も
仙
台
生
ま
れ
の
梓
が
、
「
土
地

の
塗
物
師

の
子
」
で
、

豊
な
る
家
計

の
下
に
育

っ
た
も

の
で
は
な
か

っ
た

の
み
な
ら
ず
、

母
親
は
若
死
し

(中
略
)、
や
が

て
父
親
も
亡

っ
た

か
ら
だ
け
で
な

い
。
少

々
長

い
が
、
次

の
よ
う
に

(十
九
)
記
さ
れ
て
い
る
。

イ

ヘ

へ

は
じ
め

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ロ

た
よ

④
そ

の
母
親
と

い
う

の
は
、
そ
の

始

江
戸
か
ら
住
替
え
て
来
た
有
名
な
芸
妓
だ

っ
た
、

の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
便

っ
て
同
じ
仙
台

の
土
地

へ
後
か
ら
出

て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た

つ

き

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

き
ょ
う
だ
い

ヘ

へ

来
た
母
の
妹
夫
婦
も
、
ま
た
甚

だ
不
遇
で
、
年
も
措
か
ず
夫
が
亡
な

っ
た
の
で
活
計
を
失
う
と
、
女

の
子
が
二
人
あ

っ
た

の
が
、
姉

妹

揃

っ
て
苦
界

に

o

o

o

O

o

バ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

身
を
沈
た
。
前
世
の
因
縁
と
で
も

い
う

の
か
、
父
の
姉

の
子
が

一
人
、
梓
よ
り
年
上
で
あ

っ
た

の
が
、
そ
れ
も
ま
た
同
じ
勤

の
止
む
を
得
ぬ
境
遇
で
あ

っ

い

い

と

こ

と

し

み
ん
な

た
か
ら
、
中
の
好

い
従
姉
妹
が
三
人
、
年
紀

の
姉
な
る
と
、
妹
な
る
と
、
皆
お
嬢
様

で
は
お
ら
ず
、
女
房
に
も
な
ら
ず
、
奥
様
に
は
も
と
よ
り
な
り
、
揃

っ

⇒

、

、

か
ら
だ

て
世

の
中
か
ら
畜
生
呼
わ
り
さ

れ
る
身

で
。

と
。
更
に
又
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
ん
し
ん

ヘ

へ

⑧
梓

の
実

の
姉
が

一
人
あ

る
。
内

の
都
合

で
、
生
れ
る
と
直
ぐ
音
信
不
通

の
約
束
で
他

へ
養
女

に
遣
わ
し
た

の
が
、
年
を
経
て
風

の
便
に
聞
く
と
、
そ
れ
も

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

羽

一
家
流
転
し
て
、
同
じ
く
、
左
褄
を
取

る
身

に
な

っ
た
と

い
う
。
野
辺
の
送
が
済

ん
で
、
七
々
四
十
九
日
と

い
う

の
に
、
自
ら
恥
じ
て
、
そ
れ
と
知
り

つ

つ
い

お
と
ず
れ

、

ピ

あ
る

、

、

、

、

、

、

、

ぴ

あ
ぎ
と

つ
今
ま
で
遂

に
音
信
な
か

っ
た
姉
者
人
、
そ
の
頃

一
豪
商

の
愛
妾

に
な

っ
て

い
た
の
が
尋
ね
て
来

て
、
そ

の
小
使
と
、
従
姉
妹
三
人
が
竜

の
臆
を
探
る
よ

お
も
い

あ
と
と
む
ら
い

う
ち

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う
な
思
を
し
て
工
面
し
て
く
れ

た
若
干
金
と

で
、
よ
う
よ
う
後
弔
も
出
来
た
く
ら
い
、
梓

の
家
は
窮
し
て
い
た
。

な
ど
と
。

(66)



、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
1

)

、

鏡
花
が
金
沢

の
彫
金
師

の
子
で
、

父

・
清
次

の

「
ま
さ
に
職
人
の
鏡
」
と
も

い
う
べ
き
、
名
人
気
質
故
に
貧
し
か

っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
江

ヘ

ヘ

ヘ

へ

戸
生
ま
れ

の
母

・
す

"
は
、
葛
野
流
大
鼓
師

・
中
田
豊
喜

の
娘
で
、

ヘ

へ

げ
い
し
や

ω
江
戸
か
ら
住
替
え
て
来
た
有
名
な
芸
妓

ヘ

へ

で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば

『日
本
国
語
大
辞
典
』

(第
二
版
)
の
芸
者

の
項
に
は
、
誰
も
が
よ
く
知

っ
て
い
る
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

舞
踊
、
音
曲
な
ど
で
、
酒
席

に
興
を
添
え
る
の
を
業
と
す
る
女
性
。
江
戸
中
期
頃
か
ら
江
戸
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
ば
で
、

(中
略
)
芸
妓
。
女
芸
者
。

と

い

っ
た
意
味

の
外
に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

①

一
芸
に
秀
で
た
も

の
。
芸
達
者

な
人
。
ま
た
は
多
芸
な
人
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

②
芸
能
を
職
業
と
す
る
も

の
。
能
太
夫
、
連
歌
師
、
狂
言
役
者
、
俳
譜
師
、
歌
舞
伎
役
者
、
音
曲
師
、
曲
芸
師
な
ど
。
芸
人
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
ど

の
意
味
が
あ
り
、
①

の

コ

芸

に
秀

で
た
も

の
」

の
中

に
、
「手
腕
や
能
力
を
も

っ
た
人
」
(
『日
葡
辞
書
』
Ω
⊆
①凶慈

の
訳
)
も
入
る
の
な
ら
、
鏡
花

(梓
)

と
桃
太
郎

・
す

f

(蝶
吉
)
の
世
界
は
、
も
と
も
と

一
と
続
き
だ
と
云

っ
て
い
い
。
④

の
部
分
は
、

の

口
世
の
中
か
ら
春
坐
呼
わ
り
さ
れ
私
果
で
。

幡

(
2

)

、

、

、

、

、

と

終

る

が

、

既

に

見

た

よ

う

に

『
照

葉

狂

言

』

(明

29

・
11
～

12
)

で

も

、

一
座

の
花

形

の

小

親

に

可

愛

が

ら

れ

、

あ

い

つ

み
ん
な

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
彼
奴
等
、
お
い
、
皆

乞
食
だ
ぜ
、
踊

っ
て
な
、
謡
唄

っ
て
な
、
人
に
銭
よ
う
貰

っ
て
る
乞
食
な
ん
だ
。

き
さ
ま

げ

い
し
ゃ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
ん
な
じ

・
汝

の
内

や
芸
妓
屋
じ

ゃ
あ
な

い
か
。
芸
妓
も
乞
食
も
同

一
だ

い
。

と
蔑
ま
れ
苛
め
ら
れ
る
幼

い
貢

(鏡
花
が
モ
デ
ル
)
が
描
か
れ
て

い
た
。

、

、

(
3

)

従

っ
て
そ
の
貢
も

「娼
家

の
児
」
だ
が
、
更
に
回
の
部
分
を
見

て
み
よ
う
。
鏡
花

の
母

・
す
"
に
は
、
妹
が
二
人
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、

『鏡
花
全
集
』

(岩
波

書
店
)
別
巻

「作
品
解
題
」
で
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
が
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

本
作

の
政
忠

は
鏡
花

の
母
の
兄

、
鏡
花
か
ら
は
伯
父
に
當
る
松
本
金
太
郎
、
篤

は
松
本
長
で
あ

ろ
う
。
そ

の
從
兄
弟

の
松
吉
は
鏡
花
そ

の
人
、

(中
略
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
組
は

(中
略
)
金
太
郎

の
姪
で
、
金
太
郎

の
生
家
中
田
家

の
三
女
き
ん

(金
太
郎
や
鏡
花
の
母
鈴
の
妹
)
の
娘

に
當
る
人
の
薄
幸
を
爲
し
た
も

の
か

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と

云

わ

れ

る

『
新

通

夜

物

語

』

(大

6

・
4
)

の
お

組

は

、

き

ん

で

は

な

く

長

男

・
孫

惣

の
娘

・
ふ

み

が

、

モ

デ

ル

で

あ

る

(き

ん
に
娘

が

い
た
か

否

か
は
不

明
。

『新

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ



大
手
前

大
学
論
集

第

17
号

(
2
0
1
6
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

通
夜
物
語
」
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
)。

こ
の
部
分

の

「妹
夫
婦
」
の

「妹
」
を

「兄
」
に
す
れ
ば
、
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
す

f
の
長
兄

・
中
田
孫
惣
が
亡
く

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
る
と

(享
年
四
十
歳
)
十
歳
年
下
の
そ
の
妻

・
ち
よ

(嘉
永
元
年

一
八
四
七
年
生
ま
れ
、
す
ゴ
よ
り
六
歳
年
上
)
は
、
二
人

の
娘
を

つ
れ
、
金
沢
か
ら
小
松

へ
小
松

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
4

)

か
ら
明
治
二
十
三
年
六
月
、
当
時
遊
泉
寺
鉱
山
で
銅
を
産
出
し
て
、
股
賑
を
極
め
た
辰

ノ
ロ
鉱
泉

(温
泉
)
へ
と
移
住
、
そ
こ
で
芸
者
置
屋
を
開
業
し
て
い
る
。

、

(
5

)

『由
縁

の
女
』

(大
8

・
1
)
で
礼
吉

(鏡
花
が
モ
デ
ル
)
が
、
伯
父

(礼
吉
の
母
の
兄
)
の
死
後

「竜
内
」

の

「
温
泉
宿

へ
、
再
縁
し
て
か
ら
も
、
そ
れ
は
よ
く

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
6

)

可
愛
が

っ
て
く
れ
」
た
と
語

る
伯
母

は
、
殿
田
も
云
う
よ
う

に
、

こ
の
ち
よ
が
モ
デ
ル
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

竜
内
か
ら
伯
母

が
用
が
あ

っ
て
、
こ
の
城
下

へ
出
る
度

に
は
、
き

っ
と
連
れ

て
帰

っ
て
遊
ば
し
て
く
れ
た
ん
で
す
か
ら
。

(中
略
)
私
に
と

っ
ち

ゃ
あ
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

す

こ

時
々
竜
宮

へ
行
く
よ
う
な
、
嬉

し
い
、
楽
し
い
も
の
で
し
た
よ
。
御
馳
走
は
あ
る
、
湯
は
泳
ぐ
。
…
…
綺
麗
な
姉
さ
ん
が
大
勢
居
て
、
錺
屋

の
伜
が
彼
家

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
ち

か
ぶ

ヘ

ヘ

へ

ば
か
り
じ

ゃ
あ
坊
ち

ゃ
ん
で
す
。

こ
の
坊
ち

ゃ
ん
、
後
長
じ
て
生
意
気

に
夏
帽
子
な
ど
を
被

る
よ
う
に
な
る
と
、
若
旦
那
。
1
増
長
し
た
も

の
で
す
な
。

(「由
縁
の
女
』
二
十
四
)

(4
)

な
ど
と
。
新
保
が
辰
ノ
ロ
鉱
泉
を
舞
台

に
し
た
も

の
、
と
指
摘
す

る

『海

の
鳴
る
時
』

(明
42

・
9
)
に
も
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
(中
略
)
辰

の
口
へ
行
か
し
や
り

や
、
叔
母
様
が
又
抱

い
て
寝

て
暖
め
さ

つ
し
や
る
べ
い
。
」

ヘ

へ

「馬
鹿
を

い
へ
、
僕
は
も
う
二
十
だ
ぜ
。
」

と

い

っ
た
会
話
や
、
幼

い
頃

の
色
白

で

「弱
虫
」

の
可
愛

い
そ

の
姿
形

の
せ
い
か
、

あ
れ

い

く

つ

こ

ど

も

彼
は
幾
歳
に
な

つ
て
も
、
私
に
は
小
児

の
や
う
ち
や

ヘ

ヘ

へ

と
云
う
叔
母
の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
る
。

『由
縁
の
女
』

(二
十
四
)
に
よ
れ
ば
、
浅
野
川
の
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

川
上

の
、
そ
の
天
神
橋

の
上

へ
行

っ
て
、
せ
め
て
月
が
嬉
し
さ
に
、
1
ま
た
闇

の
夜
は
、
岸

の
草
叢
、
山

の
裾

へ
蛍
が
飛
ぶ
の
を
、
母
親

の
涙
と
思
ふ
可

あ

る

懐

さ

に

、

(中
略

)
立

っ
た

り

、

居

た

り

、

歩

行

い
た

り

、

欄

干

に

継

っ
た

り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し
て
仰
ぎ
見
た
卯
辰
山
に
、
父
と
共

に
眠
る
母

・
す

"
を
、
そ

の
母
が
絵
解

し
て
く
れ
た
草
双
紙

(「釈
迦
八
相
倭
文
庫
』
)
で
知

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

卯
辰
山

(通
妙
寺
)
に
も
祀
ら
れ
て

い
る
、
摩
耶
夫
人
に
重
ね
て
憧
れ
た
鏡
花
に
と

っ
て
、
「竜
宮
」

に
も
等
し

い

(「釈
迦
八
相
倭
文
庫
』
に
も
奪
わ
れ
た
砥
園
精

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

舎
の
鐘
の
代
り
に
、
竜
宮
の
鐘
が
使
わ
れ
て
い
る
)
辰
ノ
ロ
温
泉

の
叔
母
は
、
血
の
つ
な
が
り
は
な

い
と

い
え
、
既
に
亡

い
母

の
兄

(本
家
の
伯
父
)
の
妻
、

(68)



母
上
の
再
来
か

ヘ

へ

と
慕

い
、
父

・
清
次

の
後
妻
に
も
と

願

っ
た

(が
、
清
次
の
死
で
果
せ
な
か
っ
た
)
実
妹

の
き
ん

(お
金
様
と
鏡
花
は
云
っ
て
い
る
)
程

で
は
な
か

っ
た
に
も
せ
よ
、

な

つ
か
し

「可
懐
」
く

「嬉
し
」
く
、
生
母

・
す

"
に
重
な
る
存
在
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ち
よ
の
二
人

の
娘
の
う
ち
、
「
二
女

か
ね
は
東
廓

へ
養
女

に
入

っ
た
こ
と
も
あ
る
」

(
4
)

と
新
保
は

い
い
、
長
女

・
ふ
み
に

つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
『新
通
夜
物
語
』
や

『卵
塔
場

の
天
女
』
(昭
2
・
4
)
な
ど
に
よ
る
と
、
二
人

の
娘
は
共
に
、
芸
者
だ

っ

た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

的
に
か
か
わ
る
こ
と
と

い
え
ば
、

父

・
清
次

の
姉

・
ま
す
に
は
、
蝋
燭
商
沢
田
喜
助

(金
沢
南
町
)
と

の
問
に
、
明
治
九
年
生
ま
れ
の
息
子

(勇
吉
)
が

一
人

(
6
)

い
る
が
、
鏡
花
よ
り

「年
上
」
で
、

「苦
界
」
勤
め
を
す
る
よ
う
な
娘
は
、
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

鏡
花
に
は
姉
も
な

い
が
、
⑧

の

コ

人
あ
る
」
「梓

の
実

の
姉
」
に
は
、
妹
た
ち
が
重
な

っ
て

い
る

の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
「生
ま
れ
る
と
直
ぐ
」

(た
っ
た

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

二
〇
日
程
後
で
)
母

・
す
"
に
死
な
れ

た
や
ゑ
が
、
金
沢
近
郊

の
森
本
村

の
宮
崎
助
次
郎
に
長
女
と
し

て
も
ら
わ
れ
、
訪
ね
て
行

っ
た
上
京
前

の
鏡
花

に
、
家

へ

の
横

の
藪
に
呼
び
出
さ
れ
て
、

ω

そ
の
時
姶
か
で
・
養
女
で
あ
る
こ
と
を
知
恥

又
鏡
花
が
兄
で
あ
る
事
を
独

穏

6
)

幡

(
7

)

、

、

、

、

の
な
ら
、
や
ゑ
は

「音
信
不
通
の
約
束

で
」
、
引
き
取
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
数
え
年
五
歳
で
す

"
に
死
別
し
た
他
賀
は
、
わ
ず
か
十
歳

(明
治
+
九
年
三
月
)
で
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

卯
辰
高
町

二
番
地
小
竹
与
助
方

の
養

女
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
芝
居
茶
屋

・
本
梅
は
、
「余
裕

の
あ
る
家
」
で
は
な
か

っ
た
ら
し
く
、
「何
か
の
蹉
蹟

に
よ
る
」

(
6

)

(1

)

、

、

、

、

(
8

)

の
か
、
「
た
か
を
喰

い
も

の
に
し
て
い
た

の
か
」、
芸
者
勤
め
に
出
し
て

い
る
。
吉
田
昌
志

の

「年
譜
」
明
治
三
十

一
年

(
一
八
九
八
)
七
月

の
項

に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
の
月
力
、
弟
斜
汀
が
海
路
輪
島

に
赴
き
、
当
地
で
芸
妓
を
し
て

い
た
妹
他
賀
を
引
き
取

っ
て
、
金
沢
に
寄
ら
ず
帰
京
、
他
賀
は
大
塚
町

の
自
宅

に
同
居

し
た
。

(
1
)

と
あ
る
よ
う

に
、
八
郎
兵
衛

・
お
て
る
宛

の
豊
春
書
翰
に
よ
れ
ば
、
他
賀

に
は
ま
だ

コ

年
」
程

の
勤

め
が
残

っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「あ
ち
こ
ち
」

の

「
借
金
」
も
払

い
、
「お
金
」
も
随

分
使

っ
て
、
散
々
世
話

に
な

っ
た
従
妹

・
て
る
夫
婦

の
い
る
金
沢
も
避
け
、
豊
春

は
姉

の
他
賀
を
、
鏡
花

の
い
る
東
京

ヘ

へ

に

つ
れ
帰

っ
て
い
る
。
「
陸
路
」
を
取
ら
ず

「
海
路
」
に
よ

っ
た
の
は
、
「費
用
」
や

「
日
数
」
だ
け
で
な
く
、
「余
計
な
め
ん
ど
う
」
を
避
け
て
の
こ
と
だ

っ
た
。

書
翰
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

金
沢

へ
ま
ゐ
り
候
て
は
も
と
ゐ
た
う
ち
の
方
か
ら
本
梅

へ
電
話
な
ど
か
け
ら
れ
大
樋
な
ど

へ
む
か
ひ
に
ま
ゐ
り
居
り
候

や
う

の
こ
と
御
座
候

て
は
余
計
な

ヘ

ヘ

ヘ

へ

め
ん
ど
う
も
起
き
申
さ
ん
と
の
う
れ
ひ
有
之

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
。
こ
の
文
面
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
豊
春
が
同
じ
書
翰
で
、
「
大
変

つ
が
う
よ
く
」
運
ん
だ

「今
度
」
の
こ
と
に
比
較
す
る

「大
聖
寺

の
時

の
や
う
な
め
ん
ど
う
」

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
、
改
め
て
云
う
ま
で
も
な
く
殿
田

が
、
本
梅
か
ら

「芸
者
」
に
出
さ
れ
た
他
賀

の
境
遇
に

つ
い
て
、

、

、

、

、
(
9

)

(
10

)

、

種

々
の
話
を
総
合
す
る
と
、
そ

の
勤
め
先
は
山
中
温
泉

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
も
な
く
近
く

の
大
聖
寺
織
物
商

の
世
話

で
、

こ
の
勤
め
を
や
め
て
金

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

沢
に
出

て
、

二
階
借

の
生
活
を
送
り
、
そ

の
後
も

一
、
二
の
紆
余
曲
折

の
後
、
病
気
と
な
り
、
鏡
花
に
引
取
ら
れ
、
大
塚
時
代
に
祖
母
と
共

に
、
同
棲
し

て
い
た
こ
と
も
あ

っ
た

と
記
し
て
い
る
、
そ

の
こ
と
と
か
か

わ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
文

の
点
線
部
分
は
、

、

、

、

、

、

(
1

)

大
聖
寺

の
織
物
商

に
ひ
か
さ
れ

た
ら
し

い

と
云

い
変
え
る
こ
と
も

で
き
、
⑧

の

ω

㌧

.
豪
商
の
愛
妾
に
な

っ
て
い
た

σ

に

か

か

わ

っ
て
く

る
。

う
ち

だ
が
、
他
賀
に

「豪
商

の
愛
妾
」

の
時
期
が
あ

っ
た
と
し
て
、
「
そ
の
小
使
」
で
鏡
花

の

「
家
」
を
助
け
た
と
は
思
え
な

い
。
既
に
云
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、

(
1
)

上
京
後
も
自
ら

の
意
志

で
金
沢
に
戻

り
、
周
囲

の
困
惑
も
省
み
ず
高
岡
に
走

っ
て
、
鏡
花
は
他
賀

に

「送
金
」
し
続
け
て
い
る
。

や
ゑ
に
つ
い
て
云
え
ば
、
円

融
寺

(菩
提
寺
)
に
土
葬

さ
れ
た
母

・
す

f
が
、
卯
辰
山
に
改
葬
さ
れ
た
時
、
「何

の
た
め
に
そ
れ
を
見

に
行
く

の
か
、
わ
か
ら
な
」

い
ま
ま
、
「養
母
に
連
れ

(6

)

ら
れ
、
こ
れ
に
立
合
」

っ
た
こ
と
が
、
困

の
部
分

に
わ
ず
か
か
か
わ
る
と
し
て
も
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

農
家
で
育

っ
て
、
子
守
を
し
て
、
工
女
か
ら
北
海
道

へ
落
ち
た

(『卵
塔
場
の
天
女
』
四
)

お
久

の
境
遇
が
、

や
ゑ
と
大
差
な

い
な
ら
、
他
賀
と
余
り
変
わ
ら
な

い
だ
ろ
う
。
後

の
こ
と
だ
が
、
や
ゑ
が
呉
服

の
行
商
と
結
婚
す
る
の
は
、
明
治
三
十
六
年

ヘ

へ

(
一
九
〇
三
)
三
月

(『湯
島
詣
』
の
書
き
お
ろ
し
刊
行
は
、
明
治
三
+
二
年
+

一
月
)
、
そ

の
男
と
共
に
炭
鉱

の
あ
る
岩
見
沢

で
、
勤
め
人
の
家
内
と
し
て
暮
ら
し
て
、

、

、

、

、

(
6

)

十

八
年
後
に
帰
る
と
、
鏡
花

に

「時
折
生
活
費

の
不
足
を
訴
え
、
援
助
を
乞
う
た
」
と

い
う
な
ら
、
鏡
花

の
二
人
の
妹
た
ち

の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、

ほ
と
ん
ど
同



じ
だ
と
云

っ
て
い
い
。
上
京
前
に
や
ゑ
に
会

い
に
行
き
、

こ
れ
か
ら
東
京

へ
出
て
、
偉

い
も

ん
に
な
る

つ
も
り
だ
。
そ
う
し
て
お
前
を

つ
れ
に
来

る
。
辛
か
ろ
う
が
待

っ
と

っ
て
く
れ

(6

)

と
、
そ
の

「小
さ
な
手

に
、

二
銭
銅
貨
三
十
枚
を
握
ら
」
せ
、
泣
き
別
れ
た
鏡
花
が
、
た
と
え
作
品

の
中
で
も
、

親
類
附
合
は
大
嫌

い
だ
。

(「卵
塔
場
の
天
女
』
三
)

と

い
う

の
は
、
あ

る
い
は
偽
り

の
な

い
鏡
花

の

一
面

の
本
心
だ

っ
た
ろ
う
か
。

に
も
か
か
わ
ら
ず

『湯
島
詣
』

に
、
⑧

の
よ
う
な
部
分

の
あ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
。
何

の
根
拠
も
な
い
単
な
る
創
り
事
だ

っ
た
と
は
思
え
な

い
。
そ
し
て
そ

れ
は
勿
論
、
O↓

の
部
分

に
深
く
か
か

わ

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

五
(
8

)

、

、

、

吉
田
昌
志

の

「年
譜
」
に
よ
れ
ば

、
鏡
花
が
近
代
小
説
に
出
会
う

の
は
、
明
治

二
十
年

(
一
八
八
七
)
十
五
歳

(満
年
齢
で
+
四
歳
)
の
折
で
あ
る
。
十
五
歳

ヘ

へ

で
元
服
し
た
よ
う

に
、
こ
の
時
期
が

人
間
に
と

っ
て
、
子
供
が
大
人
に
脱
皮
す
る
最
も
重
要
な
時
期
だ
と

い
う
こ
と
を
、
先
ず
押
さ
え

て
お
こ
う
。
第
四
高
等

、

、

、

(
11

)

、

、

、

、

、

、

、

、

(
12

)

中
学
校

の
受
験
を
志
し
な
が
ら
、
「
遊
戯
中
」

の

「大
怪
我
」

で
断
念
、
失
意

の
母
の
な

い
鏡
太
郎

(鏡
花
)
は
、
子
供
な
ら
当
時
誰
も
が
夢

中
だ

っ
た
馬
琴

ヘ

へ

の

『近
世
説
美
少
年
録
』
の
外

に
、
明
治
十
八
年

『小
説
神
髄
』
を
出
し
て
、
人
間

の
内
面
を
描
く
こ
と
を
近
代
小
説

の
第

一
条
件
と
し
た
、
坪
内
迫
遙
の

『妹

(
11
)

と
背
か
f
み
』

『此
処

や
か
し
こ
』
な
ど
読
ん
で
い
る
。
そ
し

て
明
治
二
十

二
年
、
改
造
社
版

「年
譜
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
し

て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て

注
目
し
て
み
よ
う
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
た

を
さ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

①
四
月
、
友
人

の
下
宿
に
て
、
は

じ
め
て
紅
葉
先
生

の
、
「
い
ろ
幟
悔
」
を
讃
む
。
庭
に
は
桃
櫻
険
き
、
憐
に
織

の
稜

の
音
、
鼓

の
調
子
に
似
て
聞
え
た
り
。

と
。
ま
た
、
そ

の
数
か
月
後

の
こ
と
と
し
て
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

②
あ
ま
た
の
小
論
を
耽
讃
せ
り
。
大
低
、
貸
本
。
見
料
は
、
辰

口
鑛
泉
に
住
ひ

つ
・
、
母
な
き
わ
れ
を

い
と
を
し
み
し
、
叔
母
の
小
遣
と
、
其

の
娘

の
小
分

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
化
粧
料
な
り
。

(71)

 

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ



大
手
前

大
学
論
集

第

17
号

(
2
0
1
6
)

と

も

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ま
だ
子
供
な
が
ら
、

一
人
立
ち
の
年
令
に
達
し
て
い
た
鏡
花

・
鏡
太
郎
が
、
「友
人
の
下
宿
」
で
、
生
涯
師
と
仰
ぐ
紅
葉
そ
の
人

の
作
品
の
中
で
も
、
「も

つ

と
も

・
マ
ン
チ

ッ
ク
聾

『皆

厭
色
幟
悔
』

に
出
会

つ
の
は
・
誠
に
興
味
深

い
・
出
会

つ
べ
く
し
て
出
A至

た
と
で
敵

云

っ
た
ら
よ

い
だ
ろ
う
な

庭
に
咲

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

く

「桃
櫻
」
は
、
雪

の
降
り
し
き

る
ど
ん
よ
り
曇

っ
た
北
国

の
空

に
、
春

(そ
れ
は
青
春
に
つ
な
が
る
)
を
告
げ

る
花
で
あ
る
と
と
も
に
、
「桃
」
は
後
に
宿
命

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

的

に
出
会
う
桃
太
郎

・
す

"
の

「桃

」
で
も
あ
る
が
、
や
は
り
何
と
云

っ
て
も
、
温
く
柔
ら
か
な
母

・
す

f
の
胸
。
そ
れ
は
絵
双
紙

(錦
絵
)
の
山
姥

(綺
麗

へ

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
姉
さ
ん
)
に
抱
か
れ
た
や
ん
ち
ゃ
な
金
太
郎

の
世
界
に
も
重
な
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
下
を
向

い
て
咲
く

「櫻
」
は
し
ば
し
ば
、
幼
な
子
を
そ

の
胸
に
抱

い
て
、

ヘ

へ

静
か
に
ほ

こ
え
む
母
親

の
笑
顔
に
た
と
え
ら
れ
る
。
桃

や
桜

の
淡

い
紅
色
も
、
人
を
癒
し
、
本
来

の
居
場
所

に
居

る
よ
う
な
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ

、

、

(14

)

、

、

う
。
「憐
」
の

「織

の
稜
の
音
」
が

「鼓

の
調
子
に
似

て
聞
え
た
」
の
も
、
思

い
も
寄
ら
ず
出
会

っ
た
こ
の
新
し

い
小
説

の
世
界
が
、
裁
縫
な
ど
し
て
い
た
母

・

、

、

、

、

、

(
15

)

、

、

、

す

"
に
せ
が
ん
で
、
絵
解
な
ど
し
て
も
ら

っ
た
幼

い
頃
の
草
双
紙

の
世
界
に

つ
な
が
り
、
妹

・
や
ゑ
の
子
供

に
ま

で
、
コ
謡
が
大
好
き
や
」
「血
筋
は
争
わ
れ
ぬ

ヘ

ヘ

へ

郵箕
蘇
難
楚
鵬
磐
饗
雛
舞
猟
の鷺
礫
讐
勧
鞍
鎌
矯
隷
慶
麹
灘
幾
鋪
継

國

③
記
憶
忘
れ
難
し

と
記
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
①

の
文
章
が
数
行
お
い
て
、
②

の
文
章

へ
と
続

い
て
ゆ
く

の
だ
ろ
う
。

、

(
4

)

だ
が
、
す
"
の
実

の
兄

・
孫
惣
を
亡
く
し
た
千
代
が
、

二
人
の
娘
を

つ
れ
小
松
か
ら
辰
口

へ
移
転
し
た

の
が
、
明
治
二
十
三
年
六
月

の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、

へ

②

の

「見
料
」
以
下

「辰
口
鑛
泉
」

の

「叔
母
」

や

「其

の
娘
」

に
関
す
る
部
分
が
、
明
二
十
二
年

の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
る
の
は
、
鏡
花

の
記
憶
違

い
と

い

ヘ

ヘ

へ

う

こ
と
に
な
る
。

『新
編

泉

鏡
花

集
』

の

「
年
譜
」
に
は
な

い
。
だ
が
、
事
実

(現
実
)
を
超
え

て
、
後

の

(年
譜
作
成
の
頃
の
)
鏡
花

の
意
識
、
即
ち
心

の

へ

い

く

つ

こ

ど

も

中

で
は
、
卯
辰
山
に
眠
る
母

・
す
"
に
対
す
る
思
い

(①
)
と
、
そ

の
母

の
よ
う

に
自
ら
を
、
「幾
歳
に
な

つ
て
も
」
「小
見

の
や
う
」

に

「
い
と
を
し
」
ん
で

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

く
れ
た
、
辰

の
口
温
泉

の
母

の
兄
の
妻

・
ち
よ

へ
の
思
い

(②
)
は
、
鼓
を
媒
介

に
離
れ
が
た
く

つ
な
が

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
②

の
な

い
春
陽
堂
版

「泉
鏡

花
年
譜
」
で
も
、
③

の
す
ぐ
後
に
、

『新
編

泉

鏡
花
集
』

の

「年
譜
」
で
は
、
明
治

二
十
三
年

の
こ
と
に
正
さ
れ
て
い
る
部
分
が
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、



ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

夏
、
辰
の
口
温
泉
、
叔
母
の
家

に
て
手
に
し
た
る

一
枚

の
讃
費
新
聞
に
、
紅
葉
先
生

の

「夏
痩
」
一
枚
を
見
出
す
。
次
第

に
、
小
説
創
作

の
念
強
く
な
り
、

ヘ

へ

「
八
文
字
」
と
か
題
す
る
試
作
を
な
す
。
引

つ
"
き
二
一二
の
作
を
試
む
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

紅
葉
先
生
に
手
紙
を
出
し
た
れ
ど
返
事
に
接
せ
ず
。

ヘ

へ

と
。

『夏
痩
』
の

一
枚
か
ら
、
紅
葉
を

「崇
慕
渇
仰
」
し
、
そ
の

「
門
生
た
ら
む
」
と
志
し
た

の
も
、
「辰
口
鑛
泉
」
の

「叔
母
」
、
中
田
ち
よ
の

「家
」
で
あ
り
、

更

に
又
上
京
し
て
、
「都
會

の
廣
大
」
な

の
に

「驚
き
」
、
「氣
お
く
れ
し
て
了

っ
」

て
、
紅
葉
宅
を
訪
れ
る

「
勇
氣
」
も

「挫
か
」
れ
、

巷

に
迷
ひ
、
下
宿
を
追
は
れ
、
牛
歳
に
居
を
移
す
こ
と
十
三
次
。

と

「年
譜
」
(改
造
社
)
に
記
す
、
そ

の
余
り
の

「困
窮
」
に
た
ま
り
か
ね
、
頼
り
に
し
た

の
も
、
「伯
母

・
従
姉

の
住
む
辰
口
の
家
」
だ

っ
た
。

ヘ

へ

も

っ
と
も
、

口
が

「裂
け
」
て
も

云
え
る

「義
理
」
で
は
な

い
が
、
「
最
ウ

一
度
、
五
圓
ば
か
り
」
と
、
こ
の

「五
圓
」
を
最
初
に
訴
え
た
相
手

は
、
父
親

ヘ

へ

の
清
次
だ
が
、
そ
の
明
治
二
十
三
年

二
月

(年
月
推
定
、
二
+
四
年
で
は
な
い
の
か
)、
十
三
日
の
書
簡

に
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
ど
繕

ての耀

醜

鍵

欝
補

卸
難

鍔

礁

羅

次
噂
醇
礁

雛
話
し
萎

宮゚
の
藁
の長
男
の
妻
゜
個

ち

よ
に
、
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
又
、
「温
泉
宿
を

一
人
で
切
廻
す
、
勝
気
な
」
(『由
縁
の
女
』
二
五
)
ち
よ
も
、
そ
の
恩

に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

答
え
、

一
つ
の
家
を
束
ね
る
長
男

の
妻

(嫁
)
と
し
て
の
自
覚
か
ら
も
か
、
す

"
の
妹

・
き
ん
か
ら
は

「
あ
ね
様
」
と
慕
わ
れ
、
孫
惣
十
七
回
忌
法
要

の
た
め

の
そ

の
き
ん
の
旅
費
に

つ
い
て
、

辰
口
の
叔
母
さ
ん
の
御
骨
折

一
方
な
ら
ず
御
配
慮
も
な
か
く

と
存
じ
候

と
鏡
花
も
記
し
て
い
る

(明
治
二
十
六
年
五
月
清
次
宛
書
簡
)
よ
う

に
、
女

の
細
腕

な
が
ら
、
出
来
る
限
り
最
大
限

の
援
助
を
し
て

い
た

の
だ
ろ
う
。
明
治
二
十

四
年
十
月

(年
月
推
定
)
二
十
五
日
の
清
次
宛
鏡
花
書
簡
に
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

此
間
辰

口
よ
り
金
五
圓
拝
借
仕
候
。

と
あ
る
。

こ
の

「金
五
圓
」
が
、
所

々
誤
り
も
あ
る
と
云
わ
れ
る
、
春
陽
堂
版

『鏡
花
全
集
』
巻

一
の

「泉
鏡
花
年
譜
」
な
ど
に
、

異
界
の
中
の
母
な
る
も
の
へ
の
憧
れ



大
手
前

大
学
論
集

第

17
号

(
2
0
1
6
)

　

　

　

　

　

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

　

郷
里

の
從
姉

に
ね
だ
り
、
五
圓

の
小
爲
替
券

一
枚
を
迭
ら
る
。
從
姉

の
珊
瑚

の
箸
を
費
り
た
る
な
り
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
記
す
そ

の

「從
姉

の
珊
瑚
の
箸
」

の
代
金
だ

っ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
既
に
見
た
②

の

「辰
口
」
の

「叔
母
」
の
、
「娘
」
の

「化
粧
料
」
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
で
な

い
。

『由
縁

の
女
』

(大
8

・
1
)
の
主
人
公

・
麻
川
礼
吉
は
、
鏡
花
自
身
が
モ
デ
ル
だ
が
、
そ

の
中

で
先
ず
、
母

・
す

"
の
埋
葬
さ
れ
た
向
山
が
、
開
発
さ
れ
て

、

、

(
17
)

一
時
股
賑
を
極
め
、
「喜
見
城
」
や

「竜
宮
」
に
た
と
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
云

っ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
し
て
み
よ
う
。
そ

の

「向
山
」
の

ヘ

へ

墓

に
咲

い
た
、
董

の
花
を
余
り

ゆ
か
し
く

っ
て
、
摘
ん
で
来

て
、
こ
の
中
に
入
れ
て
置

い
た

(
18

)

・

・

う
ら
は
ら

母
の
形
見

の

「金
唐
革
花
模
様

の
手
函
」

(童
と
共
に
今
も
遺
っ
て
い
る
)

を

「覗
く
と
」
、
「
い
い
匂
」

に
誘
わ
れ
て
、
「
浦
島
と
は
反
対

で
」
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
一
時
に
、
十
四
五
も
若
く
な
る
よ
う
な
心
持
が

い
つ
も
し
ま
す
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

・
仏
壇
と
違

っ
て
、
こ
こ
の
母
は
、
島
田
髭
に
結

っ
て
、
手
打

の
管
を
挿
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
腕
白
な
弟
野
郎
が
、
綺
麗
な
姉
さ
ん
に
逢
う
よ
う

で
す
。

の

な
ど
と
云

っ
て
い
る
・

つ
ま
り
若

い
ま
ま
亡
く
な

っ
た
母

゜
す

"
は
・
鏡
花

の
心

の
中

で
は
・

い
つ
ま
で
も

「綺
麗
な
婦
節
炉
」
と
し
て
生
き
続
け
て
い
た
の

σ

、

、

(
19

)

、

、

、

o

、

o

だ
。
と
す
れ
ば
そ
の
母
の
姿
は
、
叔

母
の
ち
よ
に
よ
り
も
、
従
姉
妹

の
そ

の
娘
に
重
な
り
、
そ
れ
は
66
ペ
ー
ジ
⑧

の

「梓

の
実

の
姉
」
に
も

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

ヘ

へ

「野
辺
の
送
」
や

「
七
々
四
十
九
日
」

「後
弔
」
な
ど

の
言
葉

に
も

つ
な
が
る
、

『新
通
夜
物
語
』

(大
6

・
4
)
を
、
見

て
み
よ
う
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
の
作
品
は
、
「
か
け
が

へ
の
無

い
」
「叔
父
さ
ん
の
お
通
夜

の
晩
」
に
集
ま

っ
た
、
従
姉
弟
た
ち

の
話
で
成
り
立

っ
て
い
る
。
そ

の
叔
父
さ
ん

・
上
杉
政
忠

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
モ
デ
ル
は
、
す

f
の
亡
く
な

っ
た

兄

・
孫
惣

の
弟

で
、
政
光
と
も
称

し
た
宝
生
流

シ
テ
方

の
松
本
金
太
郎

(政
忠
も
政
光
も
と
も
に
、
「+
四
歳
か
ら
の
養
子
」

あ
つ
し

な
が
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
や
は
ら

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
あ
る
)、
政
忠
の
子
供

の
お
常
は
た
ね
、
篤
は
長
、
そ
の
妻

・
お
悦
は
ふ
み
、
そ
し
て
又
お
組
と
お
米
は
ち
よ
の
娘
の
ふ
み
と
か
ね
、
萱
原
松
吉
は
鏡
花
自
身
、

ヘ

へ

そ

の
妻

・
お

光

は

桃

太

郎

・
す

"
が

、

夫

々

モ

デ

ル

で

あ

る

。

ち

よ

が

、

く

に

故
郷

(城
下
)
に
居
る
叔
母
さ
ん

と
し
て
語
ら
れ
る
の
も
、
「泉
鏡
花
年

譜
」
な
ど
に
記
さ
れ
た
、

　

　

郷
里
の
從
姉
に
ね
だ
り



の

「郷
里
」
同
様
、

『由
縁
の
女
』

(
二
十
四
)
で
礼
吉

(鏡
花
が
モ
デ
ル
)
が
、

ヘ

へ

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

東
京

へ
行

っ
て
か
ら
も
、
竜
内

(辰
ノ
ロ
が
モ
デ
ル
)
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
云

っ
て
い
る
こ
と
と

(無
意
識
の
世
界
で
)
深
く
か
か
わ
る
だ

ろ
う
。

『新
通
夜
物
語
』
で
は
、
松
吉
と

お
米

の
会
話
を
通
し
て
、
通
夜

の
席
に
は

い
な

い
お
組
と
、
松
吉

の
幼

い
頃

の
姿
が
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
微
妙

に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

母
親
を
亡
く
し
て
寄
る
辺
な
い
幼

い
鏡
花

・
鏡
太
郎

の
、
憧
れ
と
現
実
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
お
米
が
、

へ

お
つ
か

姉
は
ね
、
松
さ
ん
の
母
さ
ん
に
は
、
そ
ん
な
に
似

て
は
居
な
い
さ
う
だ
よ
。

と
云
え
ば
、
松
吉
が
、

な
ん

に

ヘ

ヘ

へ

何

で
も
省
た
や
う

に
見
え
る
ん
で
す
。

と
答
え

て
い
る
よ
う
に
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ラ
ロ

ふ
み
は
明
治
元
年
、
か
ね
は
明
治

四
年
、
そ
し
て
鏡
花

は
明
治
六
年
生
ま
れ
だ
か
ら
、
す

f
の
亡
く
な

っ
た
明
治
十
五
年
、
「可
愛

い
児
だ

っ
た
」
年
下
の

5ー

十
歳
ほ
ど

の
鏡
太
郎
を
、
男

の
子
よ

り
少
し
お
し
ゃ
ま
な
女

の
子
で
あ
る
十
五
歳

の
ふ
み
や
、
十

二
歳

の
か
ね
が
、
母
怜
本
能

の
成
長
す
る
過
程

で
、
こ
の
作

σ

品

の
お
組
と
お
米

の
よ
う
に
、
「
抱
い
て
寝
」
る
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
通
夜
の
晩
、
お
常

(政
忠
の
娘
)
と
お
光

(松
吉
の
妻
)
が

「抱
合
」

い
、
「す

や
す
や
」
「寝

て
居
る
」
姿
を
見
て
、
松
吉
が
お
米
に
、

ち

す

ぢ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ど

血
統
は
通
は
な

い
で
も
、
他
人
ぢ

や
な

い
と
思

へ
ば
こ
そ
だ
。
お
組
さ
ん
は
何
う
し
て
居
る
だ
ろ
う
。
…
…

と
尋
ね
る
場
面

の
あ
る
の
も
、
そ
ん
な
思

い
出
が
、
二
重
写
し
に
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

し
か
も
そ
れ
だ
け
で
な

い
。
松
吉

が
生
ま
れ
た
家

の
二
階
の

「三
畳
と
次

の
六
晶宜
」
は
、
お
組
や
お
米
、
松
吉
の
祖
父
母

(母

・
す
"
の
両
親
が
モ
デ
ル
)
が
、

へ

「老
後
を
迭

つ
て
鼓

の
稽
古
を
し
た
庭
」
だ

っ
た
。
お
常

(モ
デ
ル
の
た
ね
は
文
久
元
年
生
ま
れ
)
は
、
従
妹

の
お
組

の
妹

の
お
米
に
、
次
の
よ
う
に
云

っ
て
い
る
。

ね
え

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
前
さ
ん
の
姉
さ
ん
は
、
東
京

で
生
れ
た
ん
で
ね
、
乳
呑
児
を
抱

い
て
、
叔
母
さ
ん

(お
米
の
母
)
が
叔

父
さ
ん

(お
米
の
父
)
や
、
松
さ
ん
の
其

の
二
階

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お

く

に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

に
居
な
す

つ
た
と
云
ふ
、
御
爾
親
、
私
に
は
祀
父
母
さ
、
其
人
た
ち
と
連
立

つ
て
、
貴
國

へ
行

つ
た
ん
だ
か
ら
ね
。
ま
あ
、
絵
計
馴
染
さ
ね
、

(中
略
)

ヘ

へ

ほ

ん

と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

一
燈
、
お
組
さ
ん
は
、
お
前

さ
ん
よ
り
か
、
眞
個

の
江
戸
う
ま
れ
だ
か
ら
ね
。

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ



大

手

前

大
学

論

集

第

17

号

(
2

0

1

6

)、

、

、

、

、

、

、

(6
)

な
ど
と
。
す

f
が
江
戸
か
ら
金
沢

へ
下

っ
た
の
は
明
治
元
年
、
両
親

の
他
に
乳
呑
児
を
抱
え
た
兄
夫
婦
が

一
緒
だ

っ
た
。
明
治
三
年
に
は
平
民
に
な

っ
た
両
親

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
6

)

(鏡
花
の
祖
父
母
)
が
、
清
次
宅

の
二
階

に
同
居
し
て
い
た
と
云
わ
れ
る
が
、
兄
夫
婦

(孫
惣

・
ち
よ
)
が

つ
れ
て
来
た

「
乳
呑
児
」
が
ふ
み

(お
組
の
モ
デ
ル
)
、
従

っ

う
ま
れ

、

、

(
6

)

ほ

ん

と

て

『笈
摺
草
子
』
(明
31

・
4
)
に
よ

れ
ば
、
「江
戸
の
生

で
な

い
上
総

の
も

の
」
だ

っ
た
そ

の
母
親

・
ち
よ
と
も
、
妹

の
か
ね
と
も
違

い
、
ふ
み
は

「眞
個

の

ヘ

へ

江
戸
う
ま
れ
」
で
、
す

"
に
最
も
近

い
と
云

っ
て
い
い
。
そ
の
お
組
は
松
吉

の
母
を
、

ヘ

へ

を

ば

大
事
な
若
い
小
母
さ
ん

ヘ

へ

と
云

い
、
結
婚
し
た

「
二
十
そ
こ
そ

こ
の
頃
」

の
お
組
は
、
松
吉

に
と

っ
て
、

ヘ

へ

若

い
叔
母
さ
ん
く
ら
ゐ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

に

「思
は
れ
」
、
「其
の
頃
」
「和
、
英

、
数
學
の
私
立

へ
通

つ
」
て
い
た
松
吉

(「年
譜
」
の
十
五
歳
の
頃
に
同
じ
。
こ
の
頃
馬
琴
の

『近
世
説
美
少
年
録
』
や
迫
遙
の

『妹

ヘ

ヘ

へ

と
こ

と
背
か
"
み
』
『此
処
や
か
し
こ
」
な
ど
読
ん
で
い
る
こ
と
、
既
に
述
べ
た
)
が
、
「友
だ
ち

の
許

へ
」
寄
り
路
し
、
「
日
暮
方
」

(他
そ
彼
時
)
「家

へ
戻
る
と
」
、
お
祖

母
さ
ん
に
、

ω

二
階

へ
行

つ
て
見
さ

つ
し
や

い
・
か
雛
榛
を
飾

つ
た
が
大
き
な
雛
ぢ
や
ぞ
・

σ

と
云
わ
れ

「梯
子
段
を
駈
上

つ
て
」

「襖
を
開
け
る
」
と
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(20

)

炬
燵
に
の
つ
け
て
、
草
双
紙
を
讃

ん
で
居
た
の
が
お
組
姉
さ
ん
。
…
…
忘
れ
も
し
な

い
、
北
雪
美
談
時
代
鑑
と
云
ふ
ん
で
す
ね
。

と
松
吉
は
云

い
、
又
そ
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

表
紙

の
絶
が
抜
け
出
し
た

の
か
と
思

つ
た
…
…

ヘ

ヘ

へ

と
も
云

っ
て

い
る
。
こ
の
部
分
は
礼
吉
が
、
「
綺
麗
な
姉
さ
ん
」
の
よ
う
に
思

い
、

『笈
摺
草
子
』

(±

二
)
に
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

紫
色

(後
述
)
の
着
物
を
着
て
錦
絵
の
や
う
な
お
嬢
様

か
た

み

と
し
て
描
か
れ
る
母

・
す
"
の
姿
に
限
り
な
く
近

い
だ
ろ
う
。
「お
雛
様
」
も

「草
双
紙
」
も
、
鏡
花

の

「母

の
記
念
」
の
品
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な

い
。
「十

こ

ど

も

ま

つ

り

ひ

あ
め

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

一
か
ら
二
く
ら

い
だ

つ
た
」
頃
、
松
吉
を
ま
る
で

「
小
児

の
氣
」

で
、
「
祭
禮

の
中
を
、
手
を
曳

い
て
飴
を
買

つ
て
く
れ
た
」
り
、
「見
世
物
を
見
せ
て
」
、
「お

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
つ
か

ヘ

ヘ

へ

小
遣
を
く
れ
た
」
り
し
て
、
「
小
屋

の
前
」
で

「
二
人
で
立

つ
て
居
た
」
時

の
、
そ
の

「島
田
髭

に
結

つ
た
後
姿
」
は
、
「母
さ
ん
の
や
う

に
見
え
た
」
と
云

い
、



う
ち

「暗

い
家
」
の
中
で
は
、

ぱ

つ

お

つ
か

よ
み
が

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ほ

ん

と

　

ヘ

ヘ

ヘ

へ

濃
と
険

い
た
薄
紅
梅
で
、
急

に
母
さ
ん
が
蘇
生

つ
た
や
う
で
も
あ
る
し
、
新
し
く
眞
個

の
姉
が
出
來
た
氣
が
す
る
、

ヘ

へ

と
も
云

っ
て

い
る
。
と
す
れ
ば
そ
ん
な
お
組

の
モ
デ
ル
の
ふ
み
が
、
十
五
六
七

の
鏡
花
の

「貸
本
」
の

「見
料
」
を
、
わ
ず
か
ば
か
り
の

「化
粧
料
」
の
中
か
ら
、

出
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
か
も

し
れ
な

い

(後
に
詳
述
)。

だ
が
、

ほ

ん

と

き
や
う
だ
い

眞
個

の
姉

妹

に
成
ら
う
ね
え
。

へ

な
つ
か
し

と
ま

で
云

っ
て
く
れ
た

「
お
組
姉
さ
ん
」
が
、
「
可
懐

い
」
と
松
吉
が
繰
り
返
す

の
は
、
「か
け
が

へ
の
無

い
」
「叔
父
さ
ん
の
お
通
夜

の
晩
」
に
、
そ

の
お
組

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

が

い
な

い
か
ら
で
も
あ
る
。
「七

ツ
か
入

ツ
」
で

「家
」
が

「
退
轄
」
(孫
惣
が
亡
く
な
る
の
は
明
治
十
年
、
そ
の
時
お
組
の
モ
デ
ル
の
ふ
み
は
十
歳
)、
芸
者
に
出

て

ヘ

へ

い
て
、
龍
野
の
温
泉

の
鍛
冶
屋

の
近

蔵
と
、
二
十
歳
そ

こ
そ
こ
で

「
夫
婦

に
成

つ
て
」
、
「
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
」
ず
、
別
れ
た

つ
も
り
で
逃
げ
て
来

て
、
「義
理

し
か

さ
ん
ぞ
く

の
叔
父
」

の
松
吉

の
父
が
、
「
確
と
預

つ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
山
賊
」

の
よ
う
に
暴
れ
込
ん
で

「引
摺
り
」
戻
さ
れ
、
お
組
は
ど
こ
に
も
出
ら
れ
な

い
体

の

に
な

っ
て

い
る
。
そ
し
て

「動

の
家
」
だ

っ
た
父
方

の

「か
け
が

へ
の
無

い
」
「お
叔

父
さ
ん
」

(宝
生
流
シ
テ
方
の
松
本
金
太
郎
が
モ
デ
ル
)
の
通
夜

の
晩
、
そ

σ

を
ん

な

の
お
棺

の
蓋
を
開
け

る
と
、
松
吉
と

篤

(金
太
郎
の
子

・
長
が
モ
デ
ル
)
は
、
「
ふ

つ
と
霞

の
や
う
な
、
氣

の
立

つ
中
に
」
、
「美
し

い
婦
人
」

の
姿
を
見
た
よ
う

に
思

い
、
確
め
合
う
う
ち
に
、
「屏
風

の
前

に
」
又

一
人
、
人
が
居
る
よ
う

に
思
わ
れ
て
、
お
米
と
松
吉
が
、

「あ
れ
え
、
姉
さ
ん
。」

「
お
組
さ
ん
。
」

と
、
思
わ
ず
声
を
上
げ
る
と
、

ヘ

ヘ

へ

ふ
つ

ヘ

へ

幻

の
鼓
を
抱

い
た
、
白

い
手
は
、
袖
な
が
ら
弗
と
炬
燵

に
消
え
た
。

と
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
更
に
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
組
が
急
病
、
危
篤
だ
と
、
横
濱
か
ら
、
中
纏
ぎ
し
て
、
お
米

へ
宛
て

た

「
電
報
」
が
舞

い
込
ん
で
、
こ
の
物
語
は
終

っ
て
い
る
。

異
界
の
中
の
母
な
る
も
の
へ
の
憧
れ
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へ

き

か
ど
は
か
し

ま
を
と

こ

へ

む
な
ぐ
ら

お

ば

あ

「金
を
笠
に
被
た
、
百
姓
」
の
近
蔵

が
、
「
勾

引

め
、
密
夫
め
」
と
暴
れ
込
ん
で
、
「大
切
な
姪
」
を
預

っ
た
松
吉
の

「父

の
胸
倉
」
を

「締
め
」
上
げ
、
「祀
母

さ
ん
を
、
突
倒
し
た
」
そ
ん
な
修
羅
場
を
目
の
当
り
に
し
て
、
お
組
が
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

叔
父
さ
ん
、
死
ん
で
お
詫
び
を
、

と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
事
を
見
れ
ば
、

66
ペ
ー
ジ
⑧

の
困
は
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
似
た
体
験

に
基
く

の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
又
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
為

に
、
ふ
み
は
清
次

の
前

に
出
ら
れ
な
く
な
り
、
中
田
ち
よ
母
娘

の
記
事
が

孫
惣
十
七
回
忌

(明
治
二
+
六
年
)
以
後
、
年
表
に
も
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
る

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
だ

ろ

う

か

(
明
治

三
十

七
年
金

沢

の
東
新

地
江

戸

屋

で
、

ち

よ
を
招

き
遊

ん

だ

こ
と

を

、
懐

む
葉
書

が
残

っ
て
は

い
る
)
。

へ

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
お
組

の
抱

い
て
い
た

「幻

の
鼓
」
と
か
か
わ
り
、
こ
の
作
品
に
は
鏡
花
の
伝
記
を
考
え
る
上
で
、
思

い
も
寄
ら
な
い
事
が
明
ら
か
に
な

っ

ヘ

へ

な

か

ま

て

い
る
。
「叔
母
さ
ん
」
(ち
よ
が
モ
デ
ル
)
が

「昔

の
お
役
者
霧
件
」
だ
か
ら
と
、
そ
の

「鼓
」
を

「渡
し
た
ら
し

い
」
お
静
と

い
う
女
性
に

つ
い
て
で
あ
る
。

少
し
長
い
が
松
吉

(鏡
花
が
モ
デ
ル
)
の
言
葉
と
し
て
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

(

)
内

は
モ
デ
ル
を
示
し
た
。
注
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

ヘ

へ

を

ば

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

く

に

な

か

ま

親
類
ぢ
や
無

い
。
が
、
此
の
お
静
小
母
さ
ん
、
と
云
ふ
の
は
、
矢
張
奮
幕
瓦
解

の
騒
ぎ
に
、
江
戸
か
ら
故
郷

へ
流
浪
し
た
お
役
者
彩
件

の
娘
で
、
其
れ

剖

は
笛

伽
家
だ

つ
て
ね
・
此
の
人

は
隼
継
は
些
と
上
だ

つ
た
け
れ
ど
・
娘
同
士
・
私

0
母

(す
"
)
伽
仲

お
い
で
・
此
が
ひ
識
し騰

・
蜘
郷

の
私

伽
家

伽
一、一階

σ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い

に
同
居
し
て
居
た
事
が
あ
る
。
其

の
親
た
ち
と

一
所
に
。
可
い
か

い
。

よ

そ

ヘ

へ

お
米
さ
ん

(か
ね
)
の
祀
父
母

(中
田
豊
喜
と
そ
の
妻
)
、
父
親

(孫
惣
)、
そ
の
妹

の
私
の
母

(す
"
)
な
ど
は
、
そ
の
頃
は
飴
所

の
人
さ
ね
。
ト
友
達
だ

ち

よ

い

ち

よ

い

と
こ

　

　

　

い

か
ら
、

一
寸

一
寸
お
静
さ
ん
の
許

へ
、
御
免
な
さ
い
、
と
か
何
と
か
云

つ
て
、
二
階

へ
遊
び
に
來
た
も
ん
で
す
。
…
…
或
時
、
…
…
藤

の
花

の
活
か

つ
た

よ
り

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

　

し

た

床
柱
に
免
掛

つ
て
、
文
金
に
銀

の
平
打

で
、
田
舎
源
氏
を
讃
ん
で
居
た
と
も
知
ら
な
い
で
、
用
が
あ

つ
て
、
下
屋
か
ら
、
つ
か
く

と
上

つ
た
私

の
父

(清

け

お
や
ぢ

次
)
1

と
云
ふ
繹
だ
と
さ
。
母

(す
ゴ
)
が
亡
く
成

つ
て
か
ら
晩
酌

に
の
ろ
け
た
ぜ
、
怪
し
か
ら
ん
父

(清
次
)
だ
ね
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
。
○
点
を

つ
け
た
部
分
な
ど
、
鏡

花
特
有
の
文
飾
な
の
か
、
あ
る

い
は
又
、
『笈
摺
草
紙
』
(『能
楽
』
第
十
巻
第

一
号
に
再
録
の
と
き

『紫
道
中
」
と
改
題
。
母

・
す
"

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
面
影

を
伝

え

る
主

人
公

の
名

が
紫

)
や

『由

縁

の

女

』

(大

8

・
1

母

・
す

"

の
面
影

に
重

な

る
憧

れ

の
女

性

・
お
楊

は
、
『修

紫

田
舎

源
氏
」

の
藤

の
方

に

よ
く
似

て

い
る
)

ヘ

へ

な
ど

の
創
作
起
点

に
つ
な
が
る
事
実

な
の
か
、
鏡
花

の

「作
品

の
生
ま
れ
る
書
斎
」
に
、
摩
耶
夫
人
像

の
厨
子
や
小
観
音
像
、
師

の
紅
葉
、
母
す

f
の
遺
品
な

(
18
)

ど
と
と
も
に
、
草
双
紙
を
収

め
た
書

棚
は
勿
論
、

『修
紫
田
舎
源
氏
』

の
口
絵

(表
紙
と
も
)
を
貼
り
交
ぜ
た
屏
風

の
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
清
次
と
す

f
の
出



(
20
)

会

い
の
場
に
、
鏡
花

の
旧
蔵
草
双
紙

目
録

に
も
記
さ
れ
て
遺

る
、
『田
舎
源
氏
』
が
あ

っ
た
と

い
う

の
は
、
鏡
花
作
品

に
つ
い
て
考
え
る
上

で
も
、
な
か
く

(
13
)

捨

て
が
た
い
こ
と

の
よ
う
だ
が
、
右

の
文

は
又
、
柳
田
泉
が

「鏡
花
伝
き

・
が
き
」
の

「父
母
の
こ
と
」

の
項

で
、
清
次
と
す
"
の
出
会

い
に

つ
い
て
述
べ
、

(

)
を

つ
け

て
、

そ
れ
が
何
を
し
て
ゐ
た
も

の
か
、
何
と

い
ふ
名
で
あ

つ
た
か
、
と

い
ふ
こ
と
も
、
今
日
で
は
も
う
探
る
す
べ
も
な

い

(21

)

、

、

、

と
記
し
て
い
る
す

f
の

「仲

の
よ

い
友
だ
ち
」

の
素
性
を
、
具
体
的
に
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
加
賀
藩

の
細
工
者

(細
工
人
)
の
中
に
は
、
「本
芸

の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
22

)

ほ
か
、
能

の
大
鼓

・
小
鼓

・
太
鼓

・
笛

・
地
謡

・
脇
」
な
ど
、
「兼
芸
と
し
て
習
わ
せ
ら
れ
」
る
者
が
多
く
、
「
加
賀

の
能
楽

の
普
及
発
達
に
大
き
く
貢
献
し
た
」

ヘ

ヘ

へ

の
で
あ
れ
ば
、
す

"
の

「友
だ
ち
」

が

「笛

の
家
」
で
、
細
工
職
人

の
清
次

の

「家

の
二
階
に
」
、
「親
た
ち
」
と
共
に

「
同
居
し
て
い
た
」
と
し
て
も
、
不
思

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
つ
か
し

議

で
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て

「其

お
静
さ
ん
と
云
ふ
呼
名
が
母

(す
"
)
の
聲
に
似
て
居
た
か
ら
」
、
「可
懐

い
人
だ

っ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、

し
づ

そ
の
名
前
も

「静
」
だ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。

こ
の
文
章
は
更

に
、
次

の
よ
う

に
続

い
て

い
る
。

げ
い
し
や

が
、
最
う
其

の
時

(お
組
が

「近
藏
の
所
へ
行
か
な
い
」
「ま
だ
藝
妓
」
の
頃
で
、
松
吉
と
共
に
、
お
静
の
荒
れ
果
て
た

「鳥
の
巣
の
や
う
」
な
蕎
麦
屋
を
訪
ね
た
時
)
は
、

ωσ

世
に
亡

い
人

に
成

つ
て
居
た
。

お
と
う

お

や

ぢ

へ

が
、
此

の
人

の
内

に
、
父
さ

ん

(孫
惣
)
が
、
祀
父
さ
ん

(中
田
豊
喜
、
ふ
み
及
び
鏡
花
の
祖
父
)
か
ら
譲
ら
れ
た
鼓
が
あ
る
、
と
お
組
さ
ん

(ふ
み
)
が

其

の
時
言

つ
た
。

も
ち

て

あ
か
ん
ぼ

ヘ

ヘ

へ

持
手

(豊
喜
と
孫
惣
)
は
二
人
と
も
亡
く
成

つ
て
、
譲

る
人
は
な
し
、
お
組
さ
ん
も
七

ツ
か
八
ツ
、
お
米
さ
ん

(か
ね
)
も
嬰
児
な
り
、
家

(鼓
の
家
で

な

か

ま

へ

あ
る
中
田
家
)
は
退
韓
、
昔

の
お
役
者
彩
件

(笛
の
家
)
だ
と
云
ふ
の
で
、
叔
母
さ
ん

(ち
よ
)
が
望
ま
れ
て
渡
し
た
ら
し
い
。
…
…

と
。

へ

し
き
り

何
故
か
、
鼓
が
頻
に
懸
し

い
。
…
…
有
る
も

の
や
ら
無

い
も

の
や
ら
、
そ
れ
は
分
ら
な

い
け
れ
ど
、
も
し
ま
た
、
此
の
蕎
変
屋

に
傳
は

つ
て
相
談

の
出

か

ね

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
ん

か

た

み

來

る
ほ
ど

の
お
金
子
な
ら
、
何
う

に
か
し
て
取
戻
し
た

い
、
他
に
何
に
も
な

い
、
親
た
ち

の
記
念
だ
か
ら

し
み
く

と
、
お
組
は

「染

々
」
と
云
い
、

へ

の
こ

ひ
と
し
な

こ

ヘ

ヘ

へ

お
能

の
方
で
、
家

に
胎

つ
た
品

は

一
品
で
も
、
其

の
内
に
此
家

の
叔
父
さ
ん

(亡
く
な

っ
て
通
夜
の
行
わ
れ
て
い
る
上
杉
政
忠
、
モ
デ
ル
は
松
本
金
太
郎
)
の
方

異
界
の
中
の
母
な
る
も
の
へ
の
憧
れ
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へ
上
げ
た

い

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(
23

)

と
、
母
親

(ち
よ
が
モ
デ
ル
)
の
云
う

の
を
聞

い
て
い
た
か
ら
、
お
組
は
ま
る
で
、
鏡
花
が

「永
眠
す

る
ま
で
」
「枕
頭
の
書
と
し
て
親
し
ん
だ
」

『雨
月
物
語
』

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の

「菊
花

の
約
」

の
赤
穴
宗
右
衛
門

の
よ
う

に
、
義
兄
弟

の
丈
部
左
門
と

の
約
束

の
日
に
、

へ魂
よ
く

一
日
千
里
を
も
行
く

や
い
ば

ふ
し

か

ぜ

の
言
葉
通
り
、
「
み
つ
か
ら
匁
に
伏
」
「陰
風
に
乗
」
っ
て
、
や

っ
て
来
た
赤
穴
宗
右
衛

の
よ
う
に
、
そ
の
大
事
な

「
か
け
が

へ
の
無

い
叔
父
さ
ん
」
の
通
夜

の
晩
、

ヘ

へ

ふ
つ

「急
病
」
に
な
り

「危
篤
」
状
態
に
陥

っ
て
、
電
報
が
着

い
た
そ
の
時
、
「幻

の
鼓
を
抱

い
た
白

い
手
」
を
見

せ
て

「
弗
と
」
、
松
吉
と
お
米
の
前
に
現
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
お
米
は
実

の
妹
だ
が
、

お
組
は
松
吉

に
、

ほ

ん

と

き
や
う
だ
い

眞
個

の
姉

妹

に
成
ら
う
ね
え
。

ほ

ん

と

と
云

っ
て
い
た

の
で
あ
り
、
松
吉
も

又
、
「新
し
く
眞
個

の
姉
が
出
來
た
」
よ
う
に
思

っ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
見
た
。

(
4
)

も

っ
と
も
ふ
み
は
、
新
保

の
論
考

に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
三
年
辰
口

へ
移
転
し
た
ち
よ
が
開
業
し
た
置
屋

の
、
「
つ
い
目
と
鼻

の
先

の
同
町
内
、
伊
藤
某
方

ヘ

へ

へ
嫁

い
で
い
る
」
。
伊
藤
家

の
子
孫

の

「
証
言
」
(新
保
論
文
の
発
表
は
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
)
に
よ
れ
ば
、
「
先
々
代
の
頃
に
は
置
屋
を
営
業
し
て
い
た
」
と

い

そ

ち

こ
し
ら

う
か
ら
、

『新
通
夜
物
語
』
で
お
組

の
夫

が

「鍛
冶
屋
」
(「陶
器
の
素
地
を
持
へ
る
」
「お
職
人
」)
と

い
う

の
は
、
虚
構

の
可
能
性
が
高

い
。
だ
が
、
鏡
花
が
、
そ

(
24

)

、

、

の

「
面
影
」
に
似

て
く
る
こ
と
を
喜

び
、
「叔
父
貴
」
「叔
父
貴

ッ
」
と
云

っ
て
敬
愛
し
た
松
本
金
太
郎
が
モ
デ
ル
の
亡
く
な

っ
た
叔
父
が
、
粋
で
通
な
も

の
わ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
り

の
よ

い
江
戸

ッ
子
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
「
維
新

の
騒
動
」
で

一
気

に
生
活

の
基
盤
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
、
「相
傳
名
誉

の
鼓

の
家
」
の

出

で
あ
る
母

・
す

f
は
勿
論
、
貧
し

い
な
が
ら
も
そ

の

一
族
を
支
え
て
愛
し
、
名
人
気
質

の
細
工
職
人
と
し
て
生
き
る
父

・
清
次
を
誇

に
し
て
、
も
し

「生
ま

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

れ
攣
ら
せ
る
と
云

つ
た
ら
」
と
聞
か
れ
、
「諾
、
お
な
じ
父
母
な
ら
」
と
答
え
た

(趣
味

明
41

・
9
)
鏡
花
に
と

っ
て
、
「龍
野

の
温
泉
」
(当
時

「股
賑
を
極
め
た
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
云
わ
れ
る
辰
口
鉱
泉
が
モ
デ
ル
)
の

「
田
舎

の
金
持
」

の
、
上
見
ぬ

「鷲
」

の
よ
う
な
不
遜
な
振
舞
が
、
人

の
情
も
知
ら
な

い

「鬼
」
か

「山
賊
」

の
よ
う

に
、

「傲
慢
無
法
」
な
気

の

「
荒

い
」
「鍛
冶
屋
」
風
情

に
、
思
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

新
保
は
、
「
ふ
み
は
大
正
五
年

(松
本
金
太
郎
が
亡
く
な
る
の
は
大
正

二
年
、
『新
つ
や
物
語
』
の
発
表
は
大
正
四
年
、
大
正
六
年
に

『新
通
夜
物
語
』
に
な
っ
た
)
、
四

ヘ

ヘ

ヘ

へ

十
代

の
半
ば
で
夫
と
離
婚
し
た
」
と

い
い
、
そ

の
理
由
を
、
次

の
よ
う

に
記
し
て

い
る
。

so>



ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

当
時

の
辰
口
で
は
浄
瑠
璃
が
さ

か
ん
だ

っ
た
と
み
え
、
(中
略
)
ふ
み
の
家

の
裏

の
座
敷
に
浄
瑠
璃
の
師
匠
が
逗
留

し
て
、
妓
達
に
稽
古
を

つ
け

て
い
た
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ

の
師
匠

の
身

の
廻
り
、
食
事
な
ど

一
切

の
世
話
を
引
受
け
て

い
た
ふ
み
と
、
そ

の
師
匠
と
が
ひ
そ
か
に
姿
を
消
し
た

の
は
、
そ

の
年

の
地
蔵
盆
も
終

り
秋
風

の
た

つ
頃
だ

っ
た
。

と
。

の
み
な
ら
ず
、
次

の
よ
う
に
も
記
し
て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

抱
え

の
妓
た
ち
の
着
物
か
ら
帯
ま
で
、

一
切
預
け
て
知
り
合

い
か
ら
大
金
を
借
り
だ
し
て
逃
げ
た
ふ
み

の
不
始
末
に
、
こ
の
土
地
に
居
辛
く
な

っ
た
の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
、
ち
よ
は
そ

の
年
も
押
し

つ
ま

っ
た
十
二
月
、
住
み
慣
れ
た
辰

ノ
ロ
を
出

て
横
浜

へ
去

っ
た
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
ね
が
安
島
某
と
結
婚
し
て
八
月
、
横
浜

へ
移

っ
て

い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

ふ
み
が
金
沢
で
編
笠
を
冠

っ
て
流
し
の
三
味
線
を
引
い
て

い
る
の
を
見
た
と

い
う
者
も
あ
り
、
東
京

へ
行

っ
た
と
云
う
者
も
あ

っ
た
。

ヘ

へ

あ

く

と
。

『新
通
夜
物
語
』
で
、
横
浜
に
引
越
す
ま

で
の
お
米

の
母
親
の
、
「び
し
よ
び
し
よ
の
土
間
に
、
ぐ
づ
み
＼

の
井
戸
側
」
、
「
水
は
灰
汁

の
や
う

で
泡
が
立

つ
。

な
め
く
ぢ

は

そ

と

ご

み

じ
や
く
や

蜻
喩
は
這

つ
て
る
し
、
戸
外
は
塵
埃

だ
ら
け

の
大
川
」
な
ど
と

い
う

「
二
階
借
家
」
で
の
ひ
ど

い
暮
し
は
、
「永
年
」
「夫
婦
な
か
」
の

「悪
か

つ
た
」
ふ
み
が
、

D

「豹
を
駈
出
し
て
」
「徹
が
が
知
れ
な
く
成

つ
た
」

(『纏
三
味
線
』
大
7

・
1
)
後

の
肩
身

の
狭

い
ち
よ
の
、
「
こ
の
土
地
に
居
辛
く
な

っ
た
」
姿
を
、

(少
し
大
げ

8

さ
に
で
は
あ
る
が
)
伝
え
る
も

の
だ

っ
た
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、
鏡
花

の
ふ
み

へ
の
思

い
は
、
裏
切
ら
れ
た
、
鏡
花
は
全
く
思

い
違

い
を
し
て
い
た
、
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
果
し
て
そ
う
だ

ろ
う

か
。

お
ほ
か
わ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

鏡
花
は

『縫
三
味
線
』
で
、
「萬
三
郎

(す
"
の
祖
父

・
豊
喜
の
父
)」
は

「大
鼓
」
で
は

「近
世
の
名
家
だ

つ
た
」
(三
)
と
記
し
、
「山
深

い
雪
の
谷
に
埋
も
れ
た
」

わ
か

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と

し

て

も

、

「
少

い
、

花

や

か

な

時

の
」

「
母

(
す

"
)
も

叔

母

(
ち

よ
)
も

、

從

姉

た

ち

(
ふ

み

・
か
ね

)
も

皆

」
、

そ

の

「
鼓

」

の

「
銘

」

を

名

に

す

る

、

「
絶

ヘ

へ

こ
だ
ま

ち

い

ヘ

ヘ

へ

か
ら
抜
出
た
」
よ
う
な
柳
橋

の
著
名

な
芸
者

・
餌
同
様
、
「代

々
其

の
祀
父
さ
ん
ま
で
持
傳

へ
た
」
「
鼓
の
精
」

(七
)
と
し

て
描

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ
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⊥
ノ、

村
松
が
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

主
人
公
慶
吉
に
貢
ぐ
旅
芸
人
の
女
お
沢
は
明
ら
か
に
ふ
み
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る

(
52

)

、

、

た

い
じ
ん

、

、

、

、

、

、

、

か
せ
ぎ
に
ん

と
指
摘
す
る

『身
延
の
鶯
』

(大
11

・
1
～
3
)
を
見
て
み
よ
う
。
「
私
は
先
生
で
も
大
人

で
も
な

い
、
米
を
買

つ
て
食
う

稼
人

だ
」
と
云

い
、
自
ら
を

モ
デ
ル

に
し
た
小
説

『除
贔
菊
』

の
中
で
、

ひ
と

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

偏

に
、
紅
葉
先
生
が
懸
し
か

つ
た
。

ヘ

ヘ

へ

と
記
す
、
「雷
に
蒼
く
成

つ
て
震

へ
る

ほ
ど
」

の

「臆
病
作
者
」、
志
摩
慶
吉
は
鏡
花
が
モ
デ
ル
、
そ
し
て
、

げ
い
し
や

ヘ

ヘ

ヘ

へ

わ
か

と

を

・
い
・
年
を
し
て
、
藝
妓
も
し
た
癖

に
、
色
氣
を
今
知

つ
た
や
う
に
、
旅
廻
り
の
浮
瑠
璃
屋
だ
か
、
で
う
れ
ん
語
だ
か
、
わ
け
の
分
ら
な

い
十
年
も
年
下
の

勿

若
藏
と
駈
落
を
し
て
・
駈
落
も

い
、
け
れ
ど
も
・
恥
義
を
し
た
ん
だ
か
ら
・
他
國

へ
遁
げ
た

つ
て
・
跡
陥
も
出
來

や
し
な

い
・

8

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
く
だ
ら
な

い
身

の
上
話

の
中

へ
持

つ
て
行

つ
て
、
私

の
姉

の
事
が
書

い
て
あ
る
ぢ

や
あ
な

い
の
。

と
妹

の
お
安
が
云
い
、
慶
吉
も
又
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
お

・
、

お

澤

さ

ん

、

姉

さ

ん

…

…

」

　

　

　

　

　

か

ね

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
私
は
思
は
ず
、
故
郷

の
從

姉

の
名
を
言

つ
た
。

(中
略
)
…
…
此
の
時

の
金
子
も
、
ま
た
違

つ
た
意
味

で
、
お
澤
さ
ん
が
貢

い
で
く
れ
た
も

の
の
や

ヘ

へ

あ

は
ら

あ
き
う
ど

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う

に
さ

へ
思
ふ
。
其

の
從
姉
は
、
葦
原
煎
餅
と
構

ふ
る
、
温
泉
土
産
を
費
る
商
人

へ
縁
着

い
て
居
た

の
で
あ

る
。
が
、
近
頃
旅
藝
人
と
か
、
行
商
人
と
か

ヘ

へ

言
ふ
流
れ
渡
り

の
旅

の
男
と
駈
落
し
た
と
風

の
た
よ
り
に
聞

い
て
居
た
。
…
…

(以
上
-
除
贔
菊
。)

ヘ

へ

ふ
る
さ
と

ヘ

へ

と
記
す
お
澤
は
、
鏡
花

の
従
姉

の
ふ
み
が
モ
デ
ル
だ
ろ
う
。
慶
吉
も
お
澤
も

(お
安
も
)
共
に
、
故
郷
は

「
三
國

(越
前
)
」、
親
た
ち

の

一
家

の

「出
は
東
京
」

に
な

っ
て
い
る
。
又
、

と

し

し
た

お

ち

ぶ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

 年
紀
下
の
其

の
野
郎
は
、

い
ま
は
落
睨
れ
た
け
れ
ど
も
、
も
と
姉
が
お
世
話

に
成

っ
た
、
お
主

の
若
旦
那
で
、
そ
れ
を
貢
ぐ
た
め
に
、
姉
が
苦
勢
す



ふ

う

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
ん
だ
と
…
…
し
み
た
れ
た
風
燈

で
居
る
も

ん
だ
か
ら
、
世
間
燈
は
忠
義
ゆ
ゑ
と
云
ふ
事
に
し
て
、
横
濱

の
家
に
置

い
た
ん
で
す
が
ね
、

ヘ

へ

と
、
お
安
が
云

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
お
安

の
モ
デ
ル
は
か
ね
、
又
ふ
み
が
辰

口
で
、
「身

の
廻
り
、
食
事
な
ど

一
切

の
世
話
を
引
受
け
て
い
た
」

ヘ

へ

と
云
わ
れ
る

「浄
瑠
璃

の
師
匠
」
は

、
あ
る

い
は
ふ
み
が
芸
者
だ

っ
た
頃

の
、
「
お
主

の
若
旦
那
」
か
、
そ
れ
に
近

い
者
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て

へ

あ
ぎ
と

お
も
い

そ
の
頃
、
気

の
弱

い

(と

『新
通
夜
物
語
』
に
も

『身
延
の
鶯
』
に
も
記
さ
れ
る
)
ふ
み
は
、
「竜

の
臆
を
探
る
よ
う
な
思
を
し
て
」

(『湯
島
詣
」
⑧
の
㈲
)、
幼

い
鏡

太
郎
に
、
わ
ず
か
ば
か
り

の
金
を

「
工
面
し
て
く
れ
」
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

み
ぞ
れ

「寒

い
」
北
国

の

「箕

の
降
る
晩
」
、
「
暖

い
も

の
も
食

べ
ら
れ
な
い
貧
乏
人

の
息
子
」
だ

っ
た
慶
吉
が
、
「
小
遣
」
も

「友
達
も
な

い
」
ま
ま

に
、
「
心
細
が

ヘ

ヘ

へ

と

ひ

よ

つ

て

」
、

「
い
と

こ

の
私

達

」

に

「
訪

寄

」

っ
て
く

る

、

み

な

り

服
装
は
悪
し
、
し
よ
び
た
れ
て
る
し
、
そ
れ
だ
か
ら
陰
氣
だ
し
、
私
は
飴
り
嬉
し
く
な
か

つ
た
。
氣
も
合
な
い
。

あ

は
ら

げ

い
し
や

へ

と

い
う
お
安
が
、
「
藍
原

の
温
泉
に
藝
妓
を
し
て
居
た
」
「姉
と
は
、
そ
れ
は
く

氣
が
合

つ
て
、
仲
よ
し
だ

つ
た
」
と
云

い
、
更

に
お
澤
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や
ま

が

ヘ

へ

柄
を
見

て
、
縫
直
し
も

の
の

一
枚
も
着
せ
て
遣
れ
ば
、
少
し
は
小
遣
も
持
た
せ
る
し
、
二
人
と
も
小
説
が
好
き
で
ね
、
山
家

の
温
泉
場
の
貸
本
で
間
に
合

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
な

い
も

の
は
、
姉
が
工
面
し

て
慶
ち
や
ん
の
に
買

つ
て
遣

つ
た
ん
で
す
。
珊
瑚

の
箸

の

一
本
ぐ
ら
ゐ
は
抜

い
た
事
も
あ
る
で
せ
う
よ
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
云

っ
て
い
る
こ
と
に
、
注
目
し
て
み
よ
う
。
ふ
み
も
お
澤
同
様

「
小
説
が
好
き
で
」
、
慶
吉

(鏡
花
)
や
お
澤
と
同
じ
様
に
、
「紅
葉
先
生
」
を

「帥
様
の
や

う

に
思

つ
て
居
」
た
の
な
ら
、
鏡
太

郎
が
辰
口
鉱
泉

の
伯
母

・
ち

よ
の
家

で
見
出
し
た
、

『夏
痩
』

(紅
葉
作
)
の
載

っ
た

『読
売
新
聞
』
は
、
ふ
み
の
持
物

の

中

に
で
も
紛
れ
込
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
ふ
み
が
鏡
太
郎

の
為
に
持
ち
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
「珊
瑚

の
管
」
は
、
抱
主
が
芸
妓
用
に
読
え
た
も

の
の
中
か
ら

=

本
ぐ
ら

い
は
」
と
抜
き
取

っ
た
と

い
う
よ
り
、
春
陽
堂
版

『鏡
花
全
集
』
の

「泉
鏡
花
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
ふ
み
の
も
の
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
す
れ
ば
こ
の

「郷
里
の
從
姉
」
の

「珊
瑚

の
管
」
は
、
父

・
清
次
が
母

・
す

"
の
為

に
作
り
、
草
双
紙

の
好
き
な
す

f
も
鏡
花
も
、
後
生
大
事

に
し
た

「手

、

(
26

)

、

、

打

の
箸
」
に
、
深
く
か
か
わ
る
だ
ろ
う

(『新
通
夜
物
語
」
に
語
ら
れ
る
す
"
と
清
次
の
初
め
て
の
出
会
い
の
場
で
も
、
す
"
の
姿
を

「文
金
に
銀
の
手
打
で
」
と
記
し
て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
る
)。
す

"
が
縫
物

の
手
を
や
す
め
、
う
る
さ
く
ね
だ
る
鏡
太
郎
に
、
草
双
紙

の
絵
解
を
し
た
、
そ
ん
な
思

い
出
を
語
る

「
い
ろ
扱
ひ
」
に
は
、
『新
通
夜
物
語
』

、

、

、

、

、

、

、

(
20

)

、

、

で
ふ
み
が
モ
デ
ル
の
お
組
が
、
炬
燵

で
読
ん
で
い
た

『時
代
か
f
み

(北
雪
美
談
時
代
鑑
)
』
の
名
も
あ
る
よ
う
に
、
従
姉
の
お
澤
が
、
紅
葉

の

「名
著
の

一
篇
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

三
人
妻

の

一
章
を
正
し
く
朗
ら
か
に
読
む
」
の
を
聞

い
て
、
慶
吉
は
そ
の

「
み
す
ぼ
ら
し

い
旅

の
女
」
は
、
そ
れ
を

「諸
諦
」
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思

っ
て

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ

(83)
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
る
。
と
す
れ
ば
、
愛
読
す

る

『紅
葉
集
』
を
持
ち
歩
く

「從
姉
」

の

「旅
」

の
姿
は
、
草
双
紙

の
入

っ
た

「雛

の
箱
」
と
共
に
、
江
戸
か
ら
金
沢

へ
落
ち
て

ヘ

へ

き
た
す
"
の
姿
に
、
重
な
る
だ
ろ
う
。

作
家
た
ら
ん
と
上
京
し
な
が
ら
、
広
大
な
東
京

の
賑
い
に
た
じ
ろ
ぎ
、
紅
葉
に
会
う
ど
こ
ろ
で
な
く
、
た
だ
漫
然
と

一
箇
年
間
。
巷
に
迷
ひ
、
下
宿
を
追
は
れ
、

ヘ

へ

半
年
に

「十
三
四
」
回
も

「居
を
移
」
し
て

(改
造
社
版

「年
譜
」)、
母

・
す

f
の
名
を

「念
じ
」
、
「
狂
氣
か
ら
救
わ
れ
る
」
(「星
あ
か
り
』
)
こ
と
も
あ

っ
た
鏡
花

・

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

鏡
太
郎
が
、
そ

の
挙
句

の
果
て
に
頼

り
に
し
た

の
も
、
「
伯
母

・
従
姉
の
住
む
辰
口
の
家
」
だ

っ
た

(『新
編
泉
鏡
花
集
』
「年
譜
」)
。
も

っ
と
も
そ

の
間

の

「
借
財
」

は

「
あ
ま
り
に
」
多
く
、
「從
姉
」
が

「
珊
瑚

の
箸
を
責
り
」
、
送

っ
て
く
れ
た

「
五
圓

の
小
爲
替
券

一
枚
」
も
、
結
局
破
り
捨

て
る

(春
陽
堂
版

「泉
鏡
花
年
譜
」)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し
か
な
か

っ
た

の
だ
が
、
し
か
し
、

こ
の
従
姉

の
厚
意
は
、
鏡
花

の
作
家
と
し
て
の
心

・
魂
を
、
支
え
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

『身
延
の
鶯
』
を
見

て
み
よ
う
。

先
ず

こ
こ
で
、
「
小
説
」
な
ど
世
間

で
は

「
風
俗
壊
齪
」
く
ら

い
に
思
わ
れ
、

を
れ

か
ん
な
く
づ

ヘ

へ

坊
さ
ん
は
木

の
端
、
竹

の
折
な

ら
、
人
に
は
鉋
屑
か
、
蛙

の
干
も

の
の
や
う

に
言
は
る

・
作
者

の

と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
従

っ
て
金
鍮

に
敏
感
な
お
安
が
、
「
日
本

の
琵
琶
界
」
の

「女
性
の
明
星
」
・
山
端
築
野
と
し
て
す
り
寄
り
、
荷

8

ご
う
う
ん

こ

じ

担
し
て
し
ま

っ
て
い
る
強
雲
居
士
の
よ
う
な
男
が
、
社
長
兼
発
行
人

で
あ
る

「歌
舞
之
菩
薩
」
の
如
き

い
か
が
わ
し

い
雑
誌
に
な
る
と
、
コ

番
輕
少
」
な

「御

ヘ

へ

筆
代
」
ど
こ
ろ
か
、
「初
め
か
ら
薄
謝
」
さ

へ

「仕
梯
ふ

つ
も
り
は
な
」
く
、
志
摩
慶
吉
は
、

や

・
相
當
に
は
遣

つ
と
る
や
う
で
す

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
雑
誌

の
呼
び
も

の
に
利
用
す
る
ぐ
ら
ゐ
な
事
は
あ
る
ん
ぢ
や
よ
。
仕
事
を
さ
せ
る
時
だ
け
は
、
間
違

つ
て
も
先
生
扱
ぢ

や
ね
。

な
ど
と
云
わ
れ
な
が
ら
、

や
つ
ち
ま

内

々
は
活
字

に
成
る

の
を
喜
ぶ

ん
だ
、
構
は
ず
遣
了

へ
、

や

つ
ち
ま

と

、

次

の

よ

う

に

「
遣

了

」

わ

れ

て

し

ま

っ
て

い

る
。

の
つ
ぴ
き

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

忙
し
く

つ
て
、
暑
く

つ
て
、
苦

し
い
庭
を
、
退
引
の
成
ら
な
い
、
檀
那
寺

の
和
尚

の
紹
介

の
た
め
に
、
辛
う
じ
て

一
編
を
草
し
て
、
身
分
相
當

の
良
心

ゆ

ヘ

へ

な
に
が
し

ヘ

へ

ゑ
に
、
署
名
を
恥
ぢ

て
何
某
分

に
拘
束
し
た

(堅
く
約
束
し
た
)
の
を
見
事

に
裏
切
ら
れ
た

(目
次
の
小
説
の
題
名
の
下
に
名
前
が
出
て
い
た
)
ば
か
り
か
、



ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
ず

ヘ

へ

す
り
な
ほ

少
く
と
も

一
石
の
米
は
買

へ
る
筈
を
、
女
髪
結

の
祀
儀
ほ
ど
に
蹴
込
ま
れ
た

(稿
料
は
ほ
と
ん
ど
+
分
の
一
だ
っ
た
)
上
、
紙
代
は
償
ふ
か
ら
刷
直
せ
と
言

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ
ま
つ
さ

ふ
條
件
さ

へ
、
唯
雨
三
日
獲
行

の
日
が
後
れ
る
と
言
ふ
理
由

の
も
と
に
拒
絶
さ
れ
て
、
剰

へ
其
生
命
と
ま
で
は
行
か
な
い
で
も
、
手
足
の
指
ぐ
ら
ゐ
に
は

思
ひ
さ
う
な
編
中
の
章
句

の

(
最
後
の
次
頁
に
は
み
で
た
)
十
何
行
を

ス
パ
ツ
と
切

つ
て
落
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

そ
れ
で
は

「飴
り
」
に

「勝
手
」
だ

、
断
固
と
し
て

「御
掲
載
を
断

つ
て
見
せ
ま
せ
う
」
と
云
う
と
、
そ

の
怪
し
げ
な
雑
誌

・
歌
舞
之
菩
薩
社

の
編
集
主
任

(熊

澤
常
雄
)
に
、
「
志
を
立

て
て
苦
學

の
た
め
に
上
京

し
」
た
、
昼
間
は

「
雑
誌

の
た
め
に
働
き
、
夜
分
」
は

「夜
學

に
通
ひ
」
、
そ
れ
が
今

の
自
分

の

「生
命
」

な
の
に
、
社
を
追
わ
れ
た
ら
、
「食
ふ
」
に
も

「寝
る
」
に
も
困
る
、
「青
竹

に
縄

つ
て
故
郷

へ
蹄
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
」
と
思
う
と
、

か
ほ

其

の
故
郷

の
父
兄
、
親
類
…
…
何
よ
り
も
友
人
等

に
、
今
更
合
は
す
面
も
あ
り
ま
せ
ん
次
第

で
。

な
ど
と
泣
き
付
か
れ
て
し
ま
う
。

口
か
ら

の
出
ま
か
せ
だ
と
し
て
も
、
そ
の
言

い
訳
の
中
身
は
ま
さ
に
、
慶
吉

の
モ
デ
ル
で
あ
る
鏡
花
の
泣
き
所
だ

っ
た
ろ
う
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

共
に
飢
え
て
苦
し
ん
だ
済
生
学
舎
の
医
学
生
達
の
よ
う
に
、
幕
府
瓦
解
後
四
民
平
等
を
う
た
う
当
時
の
東
京
に
は
特
に
、
大
志
を
抱
き
立
身
出
世
を
夢
み
て
故

郷
を
出
な
が
ら
、
巷
を
さ
迷
う
し
か

な
い
者
が
多
か

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
「見
す
く

」
溺
れ
る
者
を
、
黙

っ
て

「
見
て
居
ら
れ
」
な

い
、
「御
肚

の
御
都
合
に

5-8

な

す

つ

て
宜

し

い
」
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

私
は
卑
怯
も

の
で
す
か
ら
、
御
免
下
さ

い
。

と
、
慶
吉
は
身
を
翻
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

に
え

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や

け

ざ

け

あ
ふ

だ
が
人
を
哀
れ
ん
で
、

「沸
湯
を
」

「
飲
さ
れ
」
、
作
家
と
し
て
最
も
大
事
な
プ

ラ
イ
ド

(魂
)
も
捨

て
て
し
ま

っ
た

「臆
病
」
者
の
慶
吉
は
、
「自
棄
酒
を
岬

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ね
え

つ
た
勢

に
乗
じ
て
」
「
泳
ぎ
出
」
た
銀
座

の
待
合

で
、
「懇
意
な
友
だ
ち
」

の

「銀
行
家
」
に
出
合

い
、
「上
品
な
年
増

の
姐
さ
ん
」
と
酒

の
勢

い
で
、
「身
延
詣
」

を
す

る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
そ
こ

で
不
思
議
な
体
験
を
す
る

の
で
あ
る
。
そ

の
夜
本
山

の
麓

の
旅
館

の
蚊
帳

の
中
か
ら
山

へ
出
て
、
「寝
ら
れ
な

い
か
ら

あ

る

か
つ

や
ま
ひ

　

　

　

　

…
…
」
と

「歩
行

い
て
」

い
る
う
ち

に
、
「嘗

て
湘
南

の
海
岸
に
、
病
を
養

つ
て
」

い
た
頃
経
験

し
た

「
妙
な
」
「記
憶
」

に
誘
わ
れ
、
「何
と
な
く
涙
ぐ
ま
し

わ
か

か
す

く
も
あ
れ
ば
、
又
慰
め
ら
れ
も
」
す

る
、
「押
と
も
、
鬼
と
も
、
分
ら
な

い
。
微
か
な
、
遙
か
な
聲
」
、
「
肺

の
や
う

で
、
人

の
や
う

で
、
魔

の
や
う

で
、
冥
土

お
そ
ろ
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
つ
か
し

を
呼
び
な
が
ら
行
く
幽
璽
か
と
可
恐

け
れ
ば
、
生
れ
ぬ
前

の
世

の
唄

の
や
う
で
た
よ
り
な

い
」
、
「ま
だ
逢
は
ぬ
懸
人
が
あ
る
や
う
で
」
、
「可
懐
く
、
床
し
く
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

は
ら

ヘ

ヘ

ヘ

へ

寂
し
く
、
心
細
く
、
ま
た
懸
し

い
」
。
そ

の

「
不
思
議
な
現
象
」
が
、
「故
郷

の
、
遠

い
、
薄
青

い
藍
原
の
温
泉

の
湯
女

の
唄

の
響
」
き

に
つ
な
が
り
、

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ
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と

こ

な

つ
か
し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
れ

し

…
…
何
庭
で
か
、
遙
に
、
何
庭

で
か
、
幽
に
、
可
懐

い
從
姉

の
お
澤
が
、
渠
を
呼

ぶ
や
う
に
、
身

に
沁
み
て
、
胸
が
う
つ

い

て
、
慶
吉
は
現
実
の
お
澤
に
出
会
う

の
で
あ
る
。
こ
の

「妙
な
」
体
験
は
、
か
つ
て
幼

い
鏡
花

・
鏡
太
郎
が
、
桃
太
郎

・
す
"
に
出
会
う

べ
く
し
て
体
験
し
た
、

(
2
)

「幼

い
頃

の
記
憶
」
に
よ
く
似

て
い
る
だ
ろ
う
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ひ
と
は
り

テ

ン

ト

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

霧
に
包
ま
れ
た
月
に
照
ら
さ
れ
、

「大
白
象
に
も
似
る
」
「古
び
破
れ
た

一
張

の
天
幕

の
下
に
、
紅
葉
先
生

の
名
著

の

一
篇
、
三
人
妻

の

一
章
を
正
し
く
朗
か

ハ
ン
ケ
チ

に
讃
む
」
、
お
澤
が

い
た

の
で
あ
る
。

そ
し

て
そ
の
そ
ば
に
は
、

『紅
葉
集
』
を
手
に
し
た
手
巾
売

・
お
澤

の

「怪
し
げ
な
情
夫
」
の
外

に
、
「歌
舞
之
菩
薩

の

記
者
」
が

い
た
。
「志
摩
子
」
(慶
吉
)
が

「飴
り
に
氣

の
毒
」
で
、
良
心
の

「苛
責
を
感
じ
」
、
身
延
ま
で
そ
の
雑
誌
社

の
社
長
に
お
伺

い
に
来

て
、
「商
機
が

テ

ン

ト

か
つ

大
事
」
な
だ
け

の
、
そ
の
余
り

の
身
勝
手
な
卑
し
さ
に
憤
り
、
「東
京

へ
蹄
る
の
も
」
や
め
に
し
て
、
「天
幕

で
も
推
」

い
で
、
お
澤
と

コ

所
に
放
浪
」
す
る

は
げ

つ
も
り
で

い
る
。
従

っ
て

一
部
始
終

を
既
に
知

っ
て

い
る
お
澤

の
厳
し

い
言
葉
が
、

こ
の
作
品

の
最
後
を
締

め
括

っ
て
ゆ
く
。
「激
し

い
世
問
に
苦
勢
」
し
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

自
ら

の
境
遇
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
作
家
と
し
て
の
意
志
を
貫
け
な
い
慶
吉
に
、
お
澤
は
次

の
よ
う

に
云

っ
て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

き

・
何
故
…
…
貴
方
は
、
慶
ち
や
ん
、
そ
ん
な
に
氣
が
弱

い
ん
で
す
え
。

(中
略
)
其
の
人
が
、
も
し
か
、
自
分

の
言
ふ
事
を
貴
方
が
肯

い
て
く
れ
な

い
と
、
(す

ω

ぐ
に
雑
誌
杜
を
追
出
さ
れ
て
・
穿
が
立
ち
径
か
か
↑
か
ひ
・
せ

つ
か
く
學
跡
を
し
に
出

て
來
た
恥
斎
に
も

か
ひ
か
か
↑
か
ひ
・
)
と
言
は
れ
た
時

に
・
何

8

き
つ
ぱ
り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は

故
判
然
と

(自
分

の
仕
事
に
は

か

へ
ら
れ
な
い
)
と
言

つ
て
、
ち
や
ん
と
擬
ね

つ
け
な

い
の
で
す
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ど

を
ん
な

・
…
…
も
し
そ
の
上
に
も
、
命
に
か

・
は
る
、
死
ぬ
と
言
は
れ
た
ら
何
う
す
る
ん
で
す
え
。
婦
だ

つ
た
ら
何
と
し
ま
す
。
あ
な
た
の
や
う
だ
と
、
嫌
な
男
に
、

き

ヘ

へ

く

ど

い

や

1

言
ふ
事
を
肯

い
て
く
れ
な

け
れ
ば
死
ぬ
、
1

と
言

つ
て
口
論
か
れ
た
時
、
断
り
や
う
が
な

い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
可
厭
だ
、
断
り
ま
す
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を

ん

な

(中
略
)
嫌
な
奴

に
は
、
御
随
意

に
お
死

に
な
さ

い
と
然
う
言
ひ
ま
す
。
…
…
そ
れ
と
も
貴
方
、
慶
ち

や
ん
は
、
ど
ん
な
婦

で
も
、
死
ぬ
、
と
言

へ
ば
、

靡
く
と
思

つ
て
居
な
さ
い
ま
す

か
。

い
た
づ
ら

に

あ
ひ

て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・
姦
通
を
し
て
遁
げ
た
ん
だ

つ
て
、
封
手
も
私
も
生
命
が
け
で
す
よ
。
貴
方
は
立
派
な
お
仕
事
を
し
て
居
な
が
ら
、
人
間

一
人
の
生
命
な
ん
か
、
何

に
遠
慮

勇

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

を
す
る
ん
で
す
。

一
派

一
藝

の
遊
藝

の
師
匠
だ

つ
て
、
弟
子
が
不
坪
を
働
け
ば
、
た
と
ひ
其

の
爲

に
身

が
立
た
な
く

つ
て
死
ん
だ

つ
て
、
勘
當
も
す
る
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
ん
な
じ

破
門
も
し
ま
す
。
斬

つ
て
棄

て
る
と
同

一
で
す
。

と
。
そ
し
て
又
、
「
申
鐸
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
頭
を
下
げ
、



　

　

　

　

や

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

自
信
が
な

い
か
ら
で
、
決
し
て
怠

つ
て
は
居
り
ま
せ
ん
。
…
…

一
生
懸
命
に
は
行

つ
て
居
ま
す
が
、
我
身
を
庇
ふ
た
め
に
、
小
読
の
作

の
た
め
に
、
人
が

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い

の

ち

ヘ

へ

杜
を
追
れ
る
と
云
ふ

の
さ

へ
、
牛
分
は
嘘
と
知

つ
て
も
突
離
す
事
が
出
來
ま
せ
ん
、
ま
し
て
、
生
命
に
か

・
は
る
な
ん
ぞ
。
1

い
や
、
し
か
し
未
熟
だ

ヘ

へ

か
ら
で
す
、
修
行
が
足
り
な

い
の
で
す
。

と
云
え
ば
、
即
座

に
、

ヘ

へ

修
行
を
な
さ
い
よ
。

と
言

い
放

っ
て
い
る
Q

こ
の
お
澤

の
言
葉
を
聞

い
て
、
慶
吉
が

　

　

ヘ

へ

母
の
、
母

の
言
葉
と
も
思
ひ
ま
す
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
応
え

て
い
る

の
は
、
右

の
文

の
囲

の
部
分
と
も
深
く
か
か
わ
り
、
加
賀
藩
御
手
役
者

・
葛
野
流
大
鼓
師

・
中
田
萬
三
郎
を
祖
父
に
持

つ
母

・
す

"
の
生
き
方

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

が
、

「舞
歌

二
道
」
と
云
わ
れ

る
よ
う

に
、

「舞

に
高
め
ら
れ
抽
象
化
さ
れ
た
演
劇
と
、
謡
と
難
子
に
よ
る
音
楽
的
要
素

の
融
合
」

で
あ
る
能

の
世
界
で
、

(
27

)

、

、

「そ
れ
ぞ
れ
が
シ
テ
と

一
対

一
で
渡
り
合
う
重
要
な
」
噺
方

の
中

で
も
、
「大
鼓
は
お
難
子

の
元
締
」

(『纏
三
味
線
』
四
)
と
云
わ
れ
た
そ

の
大
鼓
で
は
、
「近
世

ヘ

へ

の
名
家
」
と
称
え
ら
れ
た
中
田
萬
三

郎
を
祖
父
に
す
る
す

"
の
プ
ラ
イ
ド
に
支
え
ら
れ
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
か
と
、
思
わ
れ

て
く
る
。
鏡
花
は
、

「我
儘
が

、

、

(
28

)

、

、

、

、

、

、

過
ぎ

て
」
「破
門
さ
れ
た
」
「寳
生
流

の
若
手
」

の

「
才
人
」
・
瀬
尾
要
を
ヒ
ン
ト
に
、
恩
地
喜
多
八
に
は
瀬
尾
要

の
外

に
松
本
長

・
木
村
安
吉
を
、
恩
地
源
三

、

、

、

、

、

(
29

)

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

郎

に
は
宝
生
九
郎

・
松
本
金
太
郎
を
夫

々
複
合
し
て
、
芸

の
未
熟
さ
を
突
き
、
按
摩
を
憤
死
さ
せ
た
喜
多
八
が
、
師
匠

の
叔
父
に
勘
当
さ
れ
、
門
付
芸
人
に
お

ヘ

ヘ

へ

ち

ぶ
れ
て
死
を
覚
悟
し
、
流
浪

の
果

て
に
許
さ
れ
る
名
作
、

『歌
行
燈
』

(明
43

・
1
)
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な

い
。

『由
縁

の
女
』

(三
+
四
)
に
は
、

ヘ

へ

幼

い
礼
吉

(五
才
、
鏡
花
が
モ
デ
ル
)
の
身
替
に
、
子
守
に
来
て
い
て
馬
に
蹴
ら
れ
て
死
ん
だ
、
「
た

っ
た

一
人
の
孫
娘
」
(+
七
才
)
の
か
わ
り
に
、
そ
の
子
が
、

ど
ん
な
に
可
愛

い
顔
を
し
て

い
る
か
、

一
生

の
思
い
出

に
見
た

い

こ

と
、
「魔
界
」
と
云
わ
れ
る
白
菊
谷
か
ら
迎
え
が
来
た
時
、
恐
れ
を
な
し
た
幼

い
礼
吉
が
、
そ

の
娘
が

「
錦
絵
」
と
と
も
に
、
「う

つ
つ
に
葱
き
も

の
の
し
た
よ

ヘ

へ

う

に
」
「
こ
が
れ
」
た

「
姉
様
人
形
」
を
、
形
代
に
し
よ
う
と
し
た

「そ

の
時
」
と
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

じ
つ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

き
つ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

み
が
わ
り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

熟
と
私
を
視
た
、
母

の
、
気
高

い
ま
で
屹
と
し
た
顔
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
身
代
を
立

て
る
の
か
、
人
を
損

っ
て
ま
で
、
我
身
、
我
生
命
を
大
事
が

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ

s7>
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

と
も

の
言
わ
ぬ
唇
が
、
神
仏

の
声

の
ご
と
く
、
き
り
り
と
胸
に
響

い
た
ん
で
す
。

と
。
そ
し
て
そ

の
言
葉
を
聞

い
て
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

小

児

は

ま

た

ワ

ッ
と

泣

出

し

た

。

…

…

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
も
。
「
二
十
七
や
八
で
若
死
」
し
た

の
だ
か
ら
、
す
"
は
、
「身
も
心
も
弱
か

っ
た
」
に
違

い
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
生
ま
れ

の
女
ら
し
く
、
「
先
祖
」

、

、

、

、

、

(
30

)

、

、

を
忘
れ
ず
も

の
ご
と

の
本
質
を
見
抜
き
、
「短
刀
を
さ
し
、
刀
を
懐
に
入
れ
て
居
」
る
か

の
よ
う
に
、
「が
ん
こ
な
時
は
覚
悟

の
あ
る
人
」
だ

っ
た
。
従

っ
て
そ

ヘ

へ

の
優
し
く
も
り
ん
と
し
た
姿
は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

寂
し
く
美
し
く
、
こ
の
世

の
人

の
よ
う

で
な
い
。
端
正
で
、
清
優

で
、
守
本
尊
が
抜
出
し
た
と
思
う
頼
母
し
さ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

で
、
幼

い
者

の
心

に
刻
ま
れ
、
生
涯

の

「守
本
尊
」
に
も
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
又
、
江
戸
生
ま
れ
の
母
方

の
従
姉

・
ふ
み
に
も
見
ら
れ
た

の
だ

と
思
わ
れ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
み
な
ら
ず
、
「
こ
の
世
の
人
の
よ
う

で
な

い
」
に
注
目
す
れ
ば
、

『歌
行
燈
』

(±

三

で
喜
多

入
が
、

へ

お

も

ち

や

殺
さ
れ
て
も
死
ん
で
も
、
人
の
玩
弄
物

に
さ
れ
る
な

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
ふ
く
ろ

と
云

っ
た
言
葉
を

「生
命

が
け
で
守

っ
て
」
、
喜
多

八
の

「嫁
」
に
な

っ
た
お
三
重
に
重
な
る
喜
多
八

の

「
阿
母
」
は
、
す

"
が
モ
デ
ル
だ

っ
た

の
で
は
な
か

ち

つ

へ

か
せ

へ

い

や

い

ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
す

"
に
は
ま
だ

「
振
袖

の
年
頃
」
に
、
「些
と
ば
か
り

の
貸
を
枷

に
」、
按
摩
に

「妾
」
に
と
ね
ら
わ
れ
、
お
澤

の
よ
う

に
、
「可
厭
」
は

「可

や

、

、

、

、

(
31

)

厭
」
、
「隅
田
川

へ
落
チ
ョ
ウ
と
し
た

」
こ
と
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
『新
通
夜
物
語
』
(二
+

一
)
で
、
お
米

(従
姉
の
か
ね
が
モ
デ
ル
)
は
次

の
よ
う

に
云

っ

て
い
る
。
即
ち
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

生
命
が
け
で
な
く

つ
ち
や
、
…
…
無
事

に
納

つ
た
庭
は
、
藝
事
ぢ
や
な

い
。
そ
れ
は
、
世
間
の
あ
た
り
前
、
唯
世
帯
を
持

つ
て
活
き
て
居
る
ん
で
せ
う
。

ヘ

へ

し

ヘ

ヘ

ヘ

へ

誰

で
も
、
藝
事

は
身
に
備

つ
て
、
爲

よ
う
と
思

へ
ば
出
來
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
世
間
で
許
さ
な
い
事
が
多

い
か
ら
、
身
膿
が
危
く

つ
て
出
來
な

い
ん
で
す
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

叔
父
さ
ん

(亡
く
な
っ
て
、
通
夜
の
お
棺
の
中
に
い
る
上
杉
政
忠
、
す
ゴ
の
兄

・
松
本
金
太
郎
が
モ
デ
ル
)
の
や
う

な
藝
人
は
、
舞
皇

へ
立

つ
て
、
其

の
出
來

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ち
や
ん

な
い
藝
事
を
、
私
た
ち
素
人
の
た
め
に
、
丁
と
し
て
見
せ
て
下
さ
る
ん
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

じ
ゆ

ん
く
ろ

う
と

と
。
更
に
又

『纏
三
味
線
』
で
、
「母

か
ら
叔
母

の
手
、
從
姉
妹
た
ち
の
手

に
傳

へ
た
」
、
「純
商
費
人

の
使
ふ
」
「
お
祀
父
さ
ん
」
(中
田
萬
三
郎
)
の
形
見
の
鼓
を
、

..



か

ね

「金
子

の
た
め
に
人
手

に
渡
」
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た

(+
)
時
、
廉
三
郎

(洋
画
家
だ
が
鏡
花
が
モ
デ
ル
)
は
牛
之
助

(宝
生
名
取
り
の
能
役
者

・
松
本
長

が
モ
デ
ル
)
に
次

の
よ
う
に
云

っ
て
い
る

(五
)。

ヘ

へ

じ
や
う
ず

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

よ

(値
打
の
わ
か
ら
な
い
)
千
爾

の
客

が
現

に
袋

に
あ

る
と
し

て
も
、

(上
手
の
手
の
)
三
百
雨

へ
渡
し
た

い
。
情
人
に
身

を
任

す
ん
だ
。
旦
那
を
止

し
て
。

ち

つ

お
い
ら
ん

は

お

り

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

…
…
些
と
當
世
で
な

い
か
も
し

れ
な

い
が
、
昔

の
遊
女
、
藝
者

の
意
氣
だ
よ
。
わ
れ
く

藝
人

の

一
族
だ
。

い
、
ひ
と

(
2

)

と
。
清
次
と
す

f
が
貧
し

い
な
が
ら
、
お
互
が
お
互

の

「情
人
」

(色
)
だ

っ
た
こ
と
は
既
に
見
た
。
こ
れ
ら
の
部
分
を
整
理
す
れ
ば
、

い

を
ひ
と

三
百
爾
-

情
人
-

命
が
け

1

藝
事
-

藝
人

千

爾
-

旦
那
1

あ
た
り
前
-

世
間
-

素
人

と
対
に
な

っ
て
い
る
。
お
米

の
言
葉

通
り
、

を
ん
な

　

　

　

　

ヘ

ヘ

へ

婦
が

一
生
懸
命
に
成

つ
た
時
は
、
皆
立
派
な
お
役
者
だ
わ
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
云
う
の
で
あ
れ
ば
、
「命

が
け
」
だ

っ
た
す
f
も
、
お
澤
も
お
組
も
、
従

っ
て
そ

の
モ
デ
ル
の
ふ
み
も
、
「皆
立
派
な
お
役
者
」
、
「
藝
事
」
「藝
人
」

の
世
界

の
住
人
で
あ
り
、
「風
俗
壊
齪
」
の
読

り
も
受
け
る
作
家

の
慶
吉

や
、
そ

の
モ
デ
ル
で
あ
る
鏡
花

の
世
界

に
、
最
も
近

い
存
在
だ
と
云
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て

鏡
花
が
鬼
神
力
や
観
音
力
を
信
じ
、
神
か
く
し
や
生
ま
れ
ぬ
先

の
世
な
ど
に
深

い
関
心
を
示
す
作
家
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
れ
ら
は
世
俗
を
超
え
た

「修

(
32
)

行
」
に
よ

っ
て
、
見
え
る
か
見
え
な

い
か
、
感
じ
る
か
感
じ
な

い
か
と

い
う

こ
と
だ
け
で
の
こ
と
で
、
「
現
実
世
界
は
そ

の
ま
ま
、
異
世
界
に

つ
な
が

っ
て
い
る
」

よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
よ
う

に
考
え
る
な
ら
、

『身
延

の
鶯
』
で
、

い
さ
さ
か

い
か
が
わ
し
い
元
雑
誌
記
者
と

「旅

の
小
商
人
」
と
共
に
、
慶
吉
に
見

ヘ

へ

送
ら
れ
て
旅
立

つ
お
澤
を
、
「
八
戒
悟
浮

に
守
護
」
さ
れ
た

「渡
天
竺
の
順
禮

の
風
情
」
に
た
と
え
る

の
は
、
ま
こ
と
に
興
味
深

い
。
慶
吉
と
お
澤

の
前
途
を

祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、

身
延

の
空
に
あ
り
あ
け
の
月
、

明
星
が
唄

つ
た
や
う
に
、
鶯

の
聲
が
響

い
た
の
で
あ
る
。

と

こ
の
作
品
は
終

っ
て

い
る
。

こ
の
稿
続
く

(89)

 

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ



大
手
前

大
学
論
集

第

17
号

(
2
0
1
6
)

〈注

〉

(
1
)

新

保
千

代

子
も
、

「
新

資
料

紹
介
-

妹

た
か

女
を

め
ぐ

る
書

簡
考

と
自

筆
年

譜
訂

正
1

」

(鏡

花

研
究

三
号

)

で
、

蒲

生
氏

(蒲

生
欣

一
郎

「も

う

ひ
と

り

の
泉

鏡
花

」

東
美
産

業

企
画

)

は
く
り

返

し
泉

家

は
貧

し
く

は
な

か

っ
た
と

力
説

さ

れ

て

い
る
が
、
松

永
、

室

野

の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

実
に
記
憶
の
良
い
老
姉
妹
に
よ
る
と
、
彼
女
た
ち
が
母

(目
細
て
る
)
か
ら
聞
い
た
寝
物
語
か
ら
推
し
て
、
以
前
は
と
も
か
く
鏡
花
の
少
年
時
代
の
泉
家
の
貧

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し

さ
は
疑

う
余

地

の
な

い
も

の
だ

っ
た

よ
う

だ
。

と

記
し

て

い
る
。

(

)
内

注

記
及
び

傍
点

は
筆

者
。

以

下
同

じ
。
も

っ
と

も

小
林
輝

冶

は

「
加

賀
象

眼

の
職
人

た
ち
1

鏡

花

の
諸
作

を

一
つ
の
視
点

と
し

て
」

(
『金

ヘ

ヘ

へ

沢

学
④

ホ

ワ

ッ
ト

イ
ズ

・
金

沢
』
前

田
印
刷

出

版
部

)

の
中

で
、

「
代

々
美
術

工

芸

に
意

を
用

い
御

細

工
所

」
を

「
藩

に
も

っ
た
加

賀

で
は

」
、

「
殿
様

か

ら
扶

持
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な

ど
貰

っ
て
、
「
暇

な
ど

構

わ
ず

い
い
も

の
さ

へ
作

」

れ
ば

い
い
と

い

っ
た

「
昔
」

の
意

識

が
、

明
治

・
大

正

・
昭
和

に
な

っ
て
も
残

り
、

「
職
人

の
内

証

は
誰
も

が

ヘ

へ

想
像

以

上
に
苦

し

か

っ
た
」

と
述

べ

て

い
る
。

既

に
知

ら
れ

て

い
る
よ
う

に
、
清
次

は
加

賀
藩

御

用
白
銀

細

工
職
人

・
水

野

源
六

の
弟

子
、

工
名

は
政
光

。

(
2
)

松

原
秀

江

「
異
界

の
中

の
母
な

る
も

の

へ
の
憧

れ
1

鏡

花

に
と

っ
て
の
桃
太

郎

・
す

"
1

(上

)
」

(大

手
前

大
学

論
集

第

16
号

)

(
3
)

既

に
発

表

済

の

(
2
)

で
、
す

ゴ
を

一
人
娘

の
末

っ
子
と

し
た

の
は

誤
り

。
す

ゴ
に
は

二
人

の
妹

が
あ
り

、

二
女

は
名
前

も

不
明
だ

が

、
三
女

は
き

ん
。

一
旦

嫁

ぎ

な
が

ら
、
余

り
幸

せ

で
は

な
か

っ
た

ら
し

い
。

(
4
)

新

保
千

代

子

「鏡

花
新

出
書

簡
考

-

上
京
時

を

め
ぐ

る
年
譜

へ
の
疑

問
1

」

(鏡

花
研

究
創

刊
号

)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
5
)

新

保

は

(
4
)

で
、
辰

口
村

ホ
拾

五
番

地

甲

に
、
ち

よ
を

戸
籍
筆

頭

人
と

す

る
中
田
家

の
戸
籍

が
存
在

す

る
旨
、

伝
え

て

い
る
。

ω

(
6
)

殿
田
良

作

「
泉
鏡

花

の
實

際
と
作

品

」

(國

語
國

文
第

三

二
巻
第

七
號

)

⑲

(
7
)

殿
田

が

(
6
)

で
指
摘

し

た

『卵

塔

場

の
天
女
』

で
も

、

や

ゑ
が

モ
デ

ル
と
思

わ
れ

る
お
久

が

、
次

の
よ
う

に
云

っ
て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

十

ウ

の
時

、

は
じ

め

て
両
親

は
あ

か

の
他

人

じ

ゃ
、

赤

子

の
時

に
村

へ
貰

わ

れ

て
来
た
、

と

聞
か

さ
れ

た
時

ほ
ど

、
悲

し
か

っ
た
事

は

な
か

っ
た

そ
ね
。

と
。

(
8
)

『
新
編
泉

鏡

花
集
』

別

巻

二

(岩

波
書

店
)

(
9
)

『
日
本

国
語

大
辞

典
』

(小

学
館

)

の

「
山
中

温
泉

」

の
項

に
は
、

次

の
よ
う

に
記

し

て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

石

川
県

江
波
郡

山

中
町

に
あ

る
温
泉

。
大

聖
寺

川

の
渓

流

に
沿

う
景

勝

地

に
あ
る
。

加
賀

温
泉

郷

の

一
つ
。

(
10
)

『
国
史

大
辞

典
』

(吉

川
弘
文

館

)

の

「
大

聖
寺

」

の
項

に

は
、
次

の
よ
う

に
あ

る
。

ヘ

ヘ

へ

十

八
世
紀

中

ご

ろ
か
ら
絹

織
物

が
隆

盛
と

な

り
、
幕

末

は
約

三
万

疋
を

生
産
。

明
治

に
な

っ
て
農
村

の
養

蚕

・
製
糸

業

と
相
ま

っ
て
発
展

し

、
大

正
十

五
年

(
一

九

二
六

)
工
場

数
九

九

、
力
織

機

二
八

二
五

、
産
出

量

六
七

万
疋

で
あ

っ
た
。

(
11
)

鏡

花
年

譜

の

「起

源
」

と

云
わ

れ
る

現
代

日
本
文

学
全

集
第

十

四
編

「泉
鏡

花
集

』

(改

造

社
)

「
年
譜

」

(
12
)

一
葉

は
、

『
枕
草

子
」

や

『源
氏

物
語
』

『伊

勢
物

語
』

な

ど

の
平
安

文
学

や
、

西
鶴

作
品

の
影

響

が
強

い
と
云

わ

れ
る

が
、
幼

い
頃

は
何

も
見

ず
暗

諦
す

る

こ
と

が

で
き

る
程

、

「
八
犬

伝
』

を
読

み
込

ん

で

い
た

と
云

わ

れ

る
。
鏡

花

の
作
品

に
も
、

『八

犬
伝
」

の
登
場

人
物

の
名

が
散
見

す

る
。
鴎

外

は
弟

の
篤
次

郎

と
共

に
、

馬

琴

の
後

刷
本

を

ほ
と

ん
ど

そ

ろ
え

て

い
た

ら
し

い
。
迫

遙

の

『小

説
神

髄
』

が
出

る

ま

で
、
馬

琴

の
後

刷
本

は
相

当
数

出

ま
わ

っ
て

い
た

と
云

わ
れ

る
。



(
13
)

柳

田
泉

「鏡

花
伝

き

・
が

き
」

(
「柳

田
泉
文

学
遺

産
」

第

三
巻

右
文

書

院
)

上
京

の
こ
と

(
14
)

大

正
十

四
年

四
月

の

「
新
潮

合
評

會
第

二
十

三

回

(文

壇

思
ひ
出

話

)
」

(
「鏡
花

全
集
』

別

巻

岩
波

書
店

)

の
中

に
、
次

の
よ
う

な
箇

所

が
あ

る
。

ヘ

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

田

山

私
な

ん
か
紅

葉

さ

ん

の

『色

俄
悔

』

と

い
ふ
も

の
が
出

た
時

分

に
は
何

で
せ
う

か
、
新

し

い
小

説

に
啓

け

た

や
う

な
氣

が

し
た
も

ん

で
す

よ
ね
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

泉

そ

の
以
前

に
、

新

し

い
小
説

に
吾

々
が
初

め

て
接

し

た

の
は
、
矢

っ
張

り
皆

ん

な
が
讃

ん
だ

の
は

『経

國
美

談
」

『雪

中
梅
』

な

ど

で

せ
う

ね

。
是

は

ヘ

へ

ま

あ
學
生

が

、
今

の
や
う

に
好

き
嫌

ひ

な
し

に
揃

つ
て
讃

ん

だ

や
う

で
す

ね
。

と
。

田

山
は

田
山
花

袋

、
泉

は
泉
鏡

花
。

(
15
)

鏡

花

は

「紅

葉
先

生
」

(明

星
卯

歳
第

十

一
号

明
治

三
十

六
年

十

一
月
)

の
中

で
、

次

の
よ
う

に
云

っ
て

い
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

私

の
先

生

に
お

目

に
か

・
り

た

い
と
云

ふ
考

を

始

め

て
起

し

ま

し
た

の
は

『色

俄
悔

』
を

見

て
か

ら

で
す
。

こ
れ
は

田
舎

で
読

み
ま

し
た
。

(中

略
)

ど
う

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

ヘ

ヘ

へ

て
、

こ
ん
な

に
佳
く

出

来
た

ら
う

(中
略

)

ま

る
で
、
種

彦
京

伝

の
文

章
を

読
む

と
同

一
で
、
果

し

て
東
京

に
そ

ん
な

方

が
お

い
で
な
す

つ
て
、
お
書

き

な
さ

る
ん
だ

か
何
だ

か
分

か

ら
な

か

つ
た

の
で
す
。

　

　

　

　

と
。

当
時

草

双
紙
と

絵

双
紙

は

ほ
と

ん
ど
同
義

語

で
、

そ

の
中

に
は
種

彦

・
京
伝

の
も

の
は
勿
論

、
平

仮
名

で
書

か

れ
た
挿

絵

の

つ

い
た
本

(草

子

)

の
ほ
と

ん
ど

ヘ

ヘ

へ

が

入
り

、
西

鶴
本

や
膝

栗

毛
も

同
様

だ

っ
た

。
ま

た
、

熊

や
鹿

な
ど

に

た
わ

ぶ
れ

、
怪

童

ぶ
り

を
発

揮

し
、
江

戸

時
代

子
供

た

ち

の

ア
イ

ド

ル
だ

っ
た
金
太

郎

と
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や
さ
し
い
母
親
の
表
情
を
浮
か
べ
る
山
姥
の
版
画
を
多
く
遺
す
歌
麿
に
、
「針
仕
事
に
余
念
の
な
い
」
女
達
と
、
「そ
の
か
た
わ
ら
で
戯
れ
遊
ぶ
」
子
供
た
ち
を
描
い

　

　

　

た

三
枚
続

が

あ

る
。

(61
)

『鏡
花
全
集
」
巻

一
所
収

(岩
波
書
店
刊
の

『鏡
花
全
集
』
別
巻
に
も

〔参
言

料
〕
と
し
て
掲
載
)

酬

(
17
)

『
角
川

日
本

地
名

大
辞

典
』

17

石
川

県

の

「
う

た

つ
や
ま

こ
う

え

ん

卯

辰
山

公
園

〈金

沢
市

〉
」

の
項

に
は
、

へ

江
戸
期
に
は
金
沢
城
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
る
た
め
に
町
人
の
登
山
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
幕
末
の
慶
応
3
年
か
ら
14
代
藩
主
前
田
慶
寧
舗
が
卯
辰
山
の
開

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

発
を

進

め
、
藩

営

の
養

生
所

な
ど

が
設

け
ら

れ
、

ま
た

市
民

の
遊

興

の
場
と

し

て
芝
居

小
屋

や
茶

屋
な

ど
も

建

て
ら

れ
た
。

し

か
し

、
廃
藩

と

と
も

に
山

上
は

寂

れ
た

が
、
明

治

43
年

に
市
有

公

園
と

な
り

、
大
正

3
年

に
開
園
。

と

あ

る
。

(
18
)

第

28
回
慶
鷹

義
塾

図
書

館
貴

重
書

展

示
会

『鏡
花

の
書

斎
1

「幻

想
」

の
生
ま

れ
る
場

所
1

』

に
も
、

そ

の
写
真

を
見

る

こ
と

が

で
き

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
19
)

す

"

の
兄

の
妻

で
あ

る
ち

よ
が

「
伯

母
」

で
な
く

「叔

母

」
と
記

さ

れ
る

の
も

、
若

く
し

て
亡
く

な

っ
た

す

"
を

意

識
し

て

の
こ
と

か
も

し
れ

な

い
。

(
20
)

こ

の
草

双
紙

は

、

(
18
)

に
同
様

で
、

そ

の
冊
子

に
収

め

ら
れ

て

い
る

「泉

鏡
花

旧
蔵

草
双

紙

目
録

」

(慶

鷹
義

塾
大

学

三
田

メ

デ
ィ

ア
セ

ン
タ
ー

)

に
も

、
記

載

さ

れ

て

い
る
。

(
21
)

(2
)

の

〈
注
〉

(
10

)

に
記
し

て
お

い
た
。

(
22
)

梶

井
幸

代

・
密

田
良

二

『金

沢

の
能
楽

』

(北
国

出
版

社
)

加
賀

藩

の
細

工
所
と

細

工
人

の
兼
芸

(
23
)

鏡

花

は
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

李
長

吉

の
詩
を

愛

諦
し

、

(中

略
)

永
眠

す

る
ま

で

「
膝

栗
毛

」

や

「
雨

月
物

語
」

と
共

に
枕

頭

の
書
と

し

て
親
し

ん
だ

。

と

云
わ

れ

て

い
る

(岩

波
書

店
刊

『鏡

花
全
集

』

別
巻

「
作

品
解

題
」

巻
十

〔
四
〕
春

書
後

刻
)
。

『湯

島
詣

』

(
四
十

一
)

に
も

、
神

月
梓

(鏡

花

が

モ
デ

ル
)

が
、

異

界

の
中

の
母
な
る
も

の

へ
の
憧

れ



大
手
前

大
学
論
集

第

17
号

(
2
0
1
6
)

『雨

月
物

語
』

を
読

ん

で

い
る
場
面

が
あ

る
。

(
24
)

松

本

た

か
し

「
薫

風
茶

話

鏡

花

さ
ん

の
藝

談
」

(
「鏡

花
全

集
』

巻

二
十

八

月
報

28

岩

波
書

店

)

『卵

塔
婆

の
天
女

』

の
主

人
公

・
橘

八
郎

が

、
「
鏡

花

の
化

身

で
あ

る
」
と

同
時

に

「
能
役

者

」

で
あ

る

の
も
、

同

じ
理
由

か

ら
だ

ろ
う
。

(
25
)

村

松
定

孝

「
鏡
花

研
究

新
資

料

に
関
す

る
ノ
ー

ト
」

(文
学

昭
和

五

一
年
七

月
号

)

(
26
)

(18
)

に

は
次

の
よ
う

に
も

あ

る
。

へ

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

鏡
花

は

春
陽

堂
版

『
鏡
花

全
集

』

15
巻

に

こ

の
管

の
写
真

を
載

せ

、
「
父

が
刻

み
し
手

打

の
管

、
牡

丹

一
枚
、

ゆ

か
し

き
人

の
さ
し

け

る
が

、

い
ま
わ

が
も

と

　

に
あ

り
。
」
と

記
し

た
。

清
次

は

こ

の
牡

丹
を

か
た

ど

っ
た
管

を
す

ず

の
た
め

に
作

り
、

贈

っ
た

の
だ

ろ
う
。

と
。

清
次

に

と

っ
て
す

"
は

、
「
牡

丹
」

の
よ
う

に
美

し
く
し

と

や
か

で
、

い
と
お

し

い
存

在

だ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

(
27
)

『
日
本

大
百

科
全

書
』

18

(小
学

館
)

(
28
)

村

松
定

孝

「
作
品

解

題
」

(
『鏡
花

全
集

』
別

巻

岩
波

書
店

)

(
29
)

『
新
編
泉

鏡

花
集
』

第

七
巻

解
説

(岩

波
書

店
)

(
30
)

「
草
双

紙

に
現

れ
た

る
江

戸

の
女

の
性

格

〔
談
話

〕
」

(
31
)

執

筆

予
定

の
本
稿

に
続

く

(下

)

に
詳

述
。

ヘ

へ

(
32
)

『
縫

三
味
線

』

で

は
、
廉

三
郎

(洋

画

家
)

と
牛

之

助

(
宝
生

名
取

り

の
能

役
者

)

の

「從

兄

弟

同
士

」
が

、
同

様

の
意

味

で

「
勉

強

し
よ

う
」

と

云

い
合

っ
て

い
る
.
鏡
花
が
紅
葉
に
原
稿
を
さ
し
出
し
て
、
初
め
て
呼
び
出
さ
れ
た
時
の
言
葉
も

「盤

は
大
切
だ
、
怠
る
な
」
の

;
・だ

っ
三

「子
守
役
か
ら
筆
を
執
る
ま

國

で
」
)
。
明

治
時

代
、

学
生

は

「
修
業

中

」
と
も

云

わ
れ

た
。




